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詩
語
「
崑
崙
」
の
誕
生
（
大
野
）

緖　
　
　

言

　

崑
崙
山
と
い
え
ば
一
般
に
は
中
國
の
西
方
に
あ
り
、
大
地
の
中
心

に
あ
っ
て
天
地
の
通
路
と
な
る
「
天
柱
」（『
神
異
經
』）
で
あ
っ
て
、

西
王
母
が
棲
み
（『
穆
天
子
傳
』
等
）、
神
々
が
こ
こ
か
ら
天
界
へ
上

下
す
る
傳
説
の
山
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
崑
崙
山
は
九
層
か
ら

成
り
（『
楚
辭
』
天
問
）、
登
れ
ば
不
死
が
得
ら
れ
昇
仙
で
き
る
場
所

で
も
あ
っ
て
、
の
ち
に
は
道
敎
の
聖
地
と
な
り
、
今
日
で
は
新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
區
と
チ
ベ
ッ
ト
自
治
區
の
閒
か
ら
青
海
省
に
至
る
山
脈

に
崑
崙
山
脈
の
名
が
當
て
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
崑
崙
の
持
つ
宗
敎
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
曾

布
川
寬
『
崑
崙
山
へ
の
昇
仙
』（
中
公
新
書
、
一
九
八
一
年
）、
小
南
一

郞
『
中
國
の
神
話
と
物
語
り
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）、
御
手
洗

勝
「
崑
崙
傳
説
と
永
劫
回
歸
」（
同
『
中
國
古
代
の
神
々
』
所
收
、
創
文

社
、
一
九
八
四
年
）、
中
鉢
雅
量
『
中
國
の
祭
祀
と
文
學
』（
創
文
社
、

一
九
八
九
年
）、
伊
藤
淸
司
『
死
者
の
棲
む
樂
園
』（
角
川
選
書
、
一
九

九
八
年
）
等
數
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
豐
か
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
ま
た
崑
崙
の
名
の
原
義
に
つ
い
て
も
、「
渾
沌
」
の
轉
、
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
聖
な
る
建
築
物ziggurat

の
音
譯
、「
魂
」
の
長
音

化
、「
圜
」
の
長
音
化
な
ど
諸
説
あ
り
、
道
敎
の
聖
地
と
さ
れ
る
名

山
に
は
甘
肅
省
の
崆
峒
（
空
同
）
山
な
ど
疊
韻
の
名
が
見
ら
れ
る
こ

と
も
、
同
じ
く
疊
韻
の
崑
崙
と
の
關
連
を
示
唆
す
る
事
實
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
崑
崙
の
名
が
詩
語
と
し
て
定
着
し
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
が
定
ま
る
ま
で
に
經
て
き
た
過
程
は
、
決
し
て
單
純
な
も
の
で
は

な
い
。
そ
も
そ
も
古
代
詩
歌
に
お
い
て
山
が
登
場
す
る
際
に
は
、
た

だ
名
を
擧
げ
る
だ
け
で
、
そ
れ
自
體
の
山
容
や
山
水
自
然
の
美
を
描

く
こ
と
は
殆
ど
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
と
え
ば
『
詩
經
』
を
見
る
と
、
そ
こ
に
崑
崙
の
名
は
見
え
な
い

ば
か
り
か
、
固
有
の
名
稱
を
も
つ
山
も
極
め
て
少
な
い
。
小
尾
郊
一

氏
は
『
詩
經
』
に
描
か
れ
た
山
水
自
然
の
描
寫
を
分
析
し
、「
後
世
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の
よ
う
な
山
水
美
あ
る
い
は
自
然
物
の
美
し
さ
を
詠
っ
た
も
の
は
あ

ら
わ
れ
な
い
し
、
純
客
觀
的
の
敍
景
詩
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
現
わ
れ

て
い
な
い
。
…
…
詩
經
の
詩
に
お
け
る
自
然
は
、
概
し
て
比
興
的
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
結
論
づ
け
る
。『
詩
經
』
で
比
較
的
出
現

頻
度
が
高
い
の
は
南
山
で
あ
る
が
、
川
合
康
三
氏
は
「
大
體
は
各
地

の
南
の
山
で
あ
っ
て
、
終
南
山
に
特
定
で
き
な
い
。「
秦
風
・
終

南
」
の
篇
は
終
南
山
を
指
す
に
は
違
い
な
い
が
、「
終
南
何
か
有
る
、

條
有
り
枝
有
り
。
君
子
至
る
、
錦
衣
狐
裘
」、
山
に
は
そ
こ
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
、
と
唱
い
起
こ
す
戀
愛
詩
の
興
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は
後
代
に
繼
承
さ
れ
て
い
か
な
い
。

た
だ
小
雅
「
天
保
」
で
は
南
山
が
君
主
を
こ
と
ほ
ぐ
言
葉
を
連
ね
た

最
後
の
章
は
、
南
山
が
そ
の
後
に
持
ち
續
け
る
意
味
の
一
つ
を
す
で

に
含
ん
で
い
る
。

如
月
之
恆　
　
　

月
の
恆
の
如
く

如
日
之
升　
　
　

日
の
升
る
が
如
く

如
南
山
之
壽　
　

南
山
の
壽
の
如
く

不
騫
不
崩　
　
　

騫か

け
ず
崩
れ
ず

如
松
柏
之
茂　
　

松
柏
の
茂
る
が
如
く

無
不
爾
或
承　
　

爾な
ん
じ

に
承
く
る
或あ

ら
ざ
る
無
し

　

山
が
恆
久
不
變
の
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
壽
へ
の
祈
念
に
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
山
の
持
つ
靈
性
が
こ
こ
で
は
永
世
の
象
徴
と

し
て
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
。

　

『
詩
經
』
に
お
い
て
南
山
以
外
で
固
有
の
名
を
持
つ
山
は
、
大
雅

「
崧
高
」
の
四
嶽
、
同
「
韓
奕
」
の
梁
山
と
魯
頌
「
閟
宮
」
の
泰

山
・
龜
蒙
の
み
で
あ
る
。

崧
高
維
嶽　
　

崧お
お

い
に
高
き
は
維こ

れ
嶽
、

駿
極
于
天　
　

駿お
お

い
さ
天
を
極
む
。

維
嶽
降
神　
　

維
れ
嶽
は
神
を
降
し
、

生
甫
及
申　
　

  

甫
及
び
申
（
仲
山
甫
と
申
伯
）
を
生
め
り
。（「
崧

高
」
一
章
）

四
嶽
を
神
の
降
る
山
と
し
て
、
仲
山
甫
と
申
伯
の
出
生
を
導
く
の
に

用
い
て
い
る
。

奕
奕
梁
山　
　

奕
奕
た
る
梁
山
、

維
禹
甸
之　
　

維
れ
禹 

之
を
甸お
さ

む
。

有
倬
其
道　
　

倬あ
き
ら

か
な
る
其
の
道
有
り
て
、

韓
侯
受
命　
　

韓
侯 

命
を
受
け
た
り
。（「
韓
奕
」
一
章
）

⑦
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梁
山
は
禹
の
治
め
た
聖
な
る
山
と
さ
れ
、
韓
侯
の
受
命
を
導
く
た
め

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
山
そ
の
も
の
の
情
景
は

描
か
れ
ず
、
山
名
を
擧
げ
る
だ
け
で
そ
の
神
聖
な
雰
圍
氣
を
象
徴
で

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、「
閟
宮
」
の
山
の
描
寫
は
い
さ
さ
か
異
な

る
。

泰
山
巖
巖　
　

泰
山 
巖
巖
た
り
、

魯
邦
所
詹　
　

魯
の
邦
の
詹み

（
瞻
）
る
所
。

奄
有
龜
蒙　
　

龜
と
蒙
の
や
ま
を
奄
有
し
、

遂
荒
大
東　
　

遂
に
大
東
を
荒き

わ

む
。

至
于
海
邦　
　

海
邦
に
至
れ
ば
、

淮
夷
來
同　
　

淮
夷
も
來
た
り
同
ず
。

莫
不
率
從　
　

率
從
せ
ざ
る
莫
し
、

魯
侯
之
功　
　

魯
侯
の
功
な
り
。（「
閟
宮
」
六
章
）

こ
こ
で
の
泰
山
は
神
と
は
關
連
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
龜
・
蒙
は
た

だ
名
を
擧
げ
る
だ
け
で
、
靈
性
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
は
一
切
な
い
。

こ
れ
ら
の
山
々
は
國
土
の
廣
が
り
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
魯
侯

の
功
績
を
強
調
す
る
役
割
の
方
が
大
き
い
と
言
え
る
が
、
泰
山
は

「
巖
巖
」
と
い
う
形
容
詞
で
そ
の
神
々
し
い
さ
ま
が
描
か
れ
る
の
で

あ
り
、
神
山
と
し
て
の
性
格
の
名
殘
を
と
ど
め
て
い
る
と
は
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
詩
經
』
に
は
崑
崙
の
名
こ
そ
見
え
な
い
も
の
の
、

そ
れ
と
同
樣
に
名
を
擧
げ
る
だ
け
で
靈
性
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
神

山
は
各
地
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
山
容
に
は
殆
ど
關

心
が
示
さ
れ
ず
、「
山
有
○
○
」
と
い
う
句
が
『
詩
經
』
に
十
九
例

も
あ
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
そ
の
山
に
存
在
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
産

出
す
る
も
の
の
方
へ
關
心
が
注
が
れ
て
い
た
。

　

で
は
崑
崙
は
ど
の
よ
う
な
形
で
文
獻
に
立
ち
現
れ
、
變
容
し
て
き

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
で
は
崑
崙
の
原
義
や
宗
敎
的
機
能
に
つ
い

て
は
立
ち
入
ら
ず
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
き
た
か
に
注

目
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一　

知
識
と
し
て
の
崑
崙

　

崑
崙
の
描
寫
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
崑
崙
山
自
體
に
つ
い
て

説
明
す
る
記
述
が
あ
る
文
獻
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
擧
げ
ら
れ

る
の
は
『
山
海
經
』
海
内
西
經
の

　

海
内
昆
侖
之
虚
、
在
西
北
、
帝
之
下
都
。
昆
侖
之
虚
、
方
八

⑨
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百
里
、
高
萬
仞
。
上
有
木
禾
、
長
五
尋
、
大
五
圍
。
面
有
九
井
、

以
玉
爲
檻
。
面
有
九
門
、
門
有
開
明
獸
守
之
、
百
神
之
所
在
。

在
八
隅
之
巖
、
赤
水
之
際
、
非
仁
羿
莫
能
上
岡
之
巖
。

　

赤
水
出
東
南
隅
、
以
行
其
東
北
。

　

河
水
出
東
北
隅
、
以
行
其
北
、
西
南
又
入
渤
海
、
又
出
海
外
、

即
西
而
北
、
入
禹
所
導
積
石
山
。

　

洋
水
・
黑
水
出
西
北
隅
、
以
東
、
東
行
、
又
東
北
、
南
入
海
、

羽
民
南
。

　

弱
水
・
靑
水
出
西
南
隅
、
以
東
、
又
北
、
又
西
南
、
過
畢
方

鳥
東
。

　

昆
侖
南
淵
深
三
百
仞
。
開
明
獸
身
大
類
虎
而
九
首
、
皆
人
面
、

東
嚮
立
昆
侖
上
。

　

開
明
西
有
鳳
皇
・
鸞
鳥
、
皆
戴
蛇
踐
蛇
、
膺
有
赤
蛇
。

　

開
明
北
有
視
肉
・
珠
樹
・
文
玉
樹
・
玗
琪
樹
・
不
死
樹
。
鳳

皇
・
鸞
鳥
皆
戴
瞂
。
又
有
離
朱
・
木
禾
・
柏
樹
・
甘
水
・
聖

木
・
曼
兌
、
一
曰
挺
木
牙
交
。

　

海
内
昆
侖
の
虚お

か

は
、
西
北
に
在
り
、
帝
の
下
都
な
り
。
昆
侖

の
虚
は
、
方
八
百
里
、
高
さ
萬
仞
。
上
に
木
禾
有
り
、
長
さ
五

尋
、
大
い
さ
五
圍
。
面
に
九
井
有
り
、
玉
を
以
て
檻て

す
り

と
爲
す
。

面
に
九
門
有
り
、
門
に
開
明
獸
有
り
て
之
を
守
り
、
百
神
の
在

る
所
な
り
。
八
隅
の
巖
、
赤
水
の
際
に
在
り
、
仁
羿
に
非
ざ
れ

ば
能
く
岡
の
巖
を
上
る
も
の
莫
し
。

　

赤
水
は
東
南
の
隅
に
出
で
、
以
て
其
の
東
北
に
行
く
。

　

河
水
は
東
北
の
隅
に
出
で
、
以
て
其
の
北
に
行
き
、
西
南
し

て
又
た
渤
海
に
入
り
、
又
た
海
外
に
出
で
、
即
ち
西
し
て
北
し
、

禹
の
導
く
所
の
積
石
山
に
入
る
。

　

洋
水
・
黑
水
は
西
北
の
隅
に
出
で
、
以
て
東
し
、
東
に
行
き
、

又
た
東
北
し
、
南
し
て
海
に
入
る
、
羽
民
の
南
な
り
。

　

弱
水
・
靑
水
は
西
南
の
隅
に
出
で
、
以
て
東
し
、
又
た
北
し
、

又
た
西
南
し
、
畢
方
鳥
の
東
を
過
ぐ
。

　

昆
侖
の
南
淵
は
深
さ
三
百
仞
。
開
明
獸
は
身 

大
い
さ
虎
に

類
し
て
九
首
、
皆
な
人
面
、
東
嚮
し
て
昆
侖
の
上
に
立
つ
。

　

開
明
の
西
に
鳳
皇
・
鸞
鳥
有
り
、
皆
な
蛇
を
戴
き
蛇
を
踐ふ

み
、

膺む
ね

に
赤
蛇
あ
り
。

　

開
明
の
北
に
視
肉
・
珠
樹
・
文
玉
樹
・
玗
琪
樹
・
不
死
樹
有

り
。
鳳
皇
・
鸞
鳥 

皆
な
瞂た
て

を
戴
く
。
又
た
離
朱
・
木
禾
・
柏
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樹
・
甘
水
・
聖
木
・
曼
兌
有
り
、
一
に
曰
く
挺
木
牙
交
と
。

と
い
う
一
連
の
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
崑
崙
山
自
體
の
山
容
が
八

百
里
四
方
で
高
さ
萬
仞
と
描
か
れ
、
そ
こ
に
存
在
す
る
も
の
も
木
禾

が
生
え
、
九
つ
の
井
戸
が
あ
っ
て
玉
の
手
す
り
が
あ
り
、
九
つ
の
門

を
開
明
獸
が
守
っ
て
い
る
と
詳
細
に
描
か
れ
る
。
そ
の
後
に
は
崑
崙

か
ら
流
れ
出
る
川
や
、
開
明
獸
の
「
虎
に
類
し
九
首
」
と
い
う
恐
ろ

し
い
姿
と
、
そ
の
周
圍
の
鳳
凰
・
鸞
鳥
・
不
死
樹
な
ど
の
樂
園
を
思

わ
せ
る
風
物
の
羅
列
が
續
く
。

　

ま
た
大
荒
西
經
に
も
「
昆
侖
之
丘
」
の
周
圍
を
取
り
卷
く
弱
水
や

炎
火
の
山
の
情
景
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
。

　

西
海
之
南
、
流
沙
之
濱
、
赤
水
之
後
、
黑
水
之
前
、
有
大
山
、

名
曰
昆
侖
之
丘
。
有
神
、
人
面
虎
身
、
有
文
有
尾
、
皆
白
、
處

之
。
其
下
有
弱
水
之
淵
環
之
、
其
外
有
炎
火
之
山
、
投
物
輒
然
。

有
人
、
戴
勝
、
虎
齒
、
有
豹
尾
、
穴
處
、
名
曰
西
王
母
。
此
山

萬
物
盡
有
。

　

西
海
の
南
、
流
沙
の
濱
、
赤
水
の
後
、
黑
水
の
前
、
大
山
有

り
、
名
を
昆
侖
の
丘
と
曰
う
。
神
有
り
、
人
面
虎
身
、
文
有
り

尾
有
り
、
皆
な
白
、
之
に
處
り
。
其
の
下
弱
水
の
淵
有
り
て
之

を
環
り
、
其
の
外
に
炎
火
の
山
有
り
、
物
を
投
ず
れ
ば
輒
ち
然も

ゆ
。
人
有
り
、
勝
を
戴
き
、
虎
の
齒
、
豹
尾
有
り
、
穴
處
し
、

名
を
西
王
母
と
曰
う
。
此
の
山
は
萬
物
盡
く
有
り
。

海
内
西
經
の
昆
侖
も
羿
で
な
け
れ
ば
上
れ
な
い
險
し
い
巖
が
描
か
れ

る
が
、
大
荒
西
經
で
は
弱
水
の
淵
が
周
圍
を
取
り
卷
き
、
外
に
は
あ

ら
ゆ
る
物
が
燃
え
て
し
ま
う
炎
火
の
山
も
あ
り
、
さ
ら
に
「
虎
齒
、

有
豹
尾
」
の
恐
ろ
し
い
姿
を
し
た
西
王
母
も
い
る
な
ど
到
達
し
難
さ

が
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
。
一
方
で
「
此
山
萬
物
盡
有
」
と
も
云
い
、

到
達
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
こ
は
何
で
も
あ
る
樂
園
で
あ
る
。

　

『
楚
辭
』
天
問
に
は
崑
崙
に
關
す
る
問
い
が
見
え
る
。

　

崑
崙
縣
圃
、
其
凥
安
在
。
增
城
九
重
、
其
高
幾
里
。
四
方
之

門
、
其
誰
從
焉
。
西
北
辟
啓
、
何
氣
通
焉
。

　

崑
崙
の
縣
圃
、
其
の
凥お

る
と
こ
ろ
安
く
に
か
在
る
。
增
城
は

九
重
、
其
の
高
さ
幾
里
ぞ
。
四
方
の
門
、
其
れ
誰
か
焉こ

こ

從よ

り
す
。

西
北
は
辟
啓
す
、
何
の
氣
か
焉
に
通
ず
る
。

こ
の
問
い
に
對
す
る
答
え
は
、
實
は
ほ
と
ん
ど
『
淮
南
子
』
墬
形
訓

の
中
に
出
て
い
る
。「
天
問
」
の
傍
線
と
同
じ
傍
線
が
引
か
れ
て
い

る
箇
所
が
そ
の
答
え
で
あ
る
。

⑪
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禹
乃
以
息
土
填
洪
水
以
爲
名
山
、
掘
昆
侖
虚
以
下
地
、
中
有

增
城
九
重
、
其
高
萬
一
千
里
百
一
十
四
步
二
尺
六
寸
。
上
有
木

禾
、
其
修
五
尋
、
珠
樹
・
玉
樹
・
琁
樹
・
不
死
樹
在
其
西
、
沙

棠
・
琅
玕
在
其
東
、
絳
樹
在
其
南
、
碧
樹
・
瑤
樹
在
其
北
。
旁

有
四
百
四
十
門
、
門
閒
四
里
、
里
閒
九
純
、
純
丈
五
尺
。
旁
有

九
井
、
玉
橫
維
其
西
北
之
隅
、
北
門
開
以
内
不
周
之
風
、
傾

宮
・
旋
室
・
縣
圃
・
涼
風
・
樊
桐
在
昆
侖
閶
闔
之
中
、
是
其
疏

圃
。
疏
圃
之
池
、
浸
之
黄
水
、
黄
水
三
周
復
其
原
、
是
謂
丹
水
、

飮
之
不
死
。
河
水
出
昆
侖
東
北
陬
、
貫
渤
海
、
入
禹
所
導
積
石

山
、
赤
水
出
其
東
南
陬
、
西
南
注
南
海
丹
澤
之
東
。
赤
水
之
東
、

弱
水
出
自
窮
石
、
至
於
合
黎
、
餘
波
入
於
流
沙
、
絶
流
沙
南
至

南
海
。
洋
水
出
其
西
北
陬
、
入
於
南
海
羽
民
之
南
。
凡
四
水
者
、

帝
之
神
泉
、
以
和
百
藥
、
以
潤
萬
物
。

　

禹　

乃
ち
息
土
を
以
て
洪
水
を
填
め
以
っ
て
名
山
を
爲
し
、

昆
侖
虛
を
掘
っ
て
以
っ
て
地
に
下
す
（
低
地
を
埋
め
た
）、
中
に

增
城
九
重
有
り
、
其
の
高
さ
萬
一
千
里
百
一
十
四
步
二
尺
六
寸
。

上
に
木
禾
有
り
、
其
の
修な

が

さ
五
尋
、
珠
樹
・
玉
樹
・
琁
樹
・
不

死
樹　

其
の
西
に
在
り
、
沙
棠
・
琅
玕　

其
の
東
に
在
り
、
絳

樹　

其
南
に
在
り
、
碧
樹
・
瑤
樹　

其
の
北
に
在
り
。
旁
に
四

百
四
十
門
有
り
、
門
の
閒
は
四
里
、
里
の
閒
は
九
純と

ん

、
純
と
は

丈
五
尺
な
り
。
旁
に
九
井
有
り
、
玉
橫
（
高
誘
注
に
「
不
死
の
藥

を
受
け
る
器
」）
其
の
西
北
の
隅
に
維つ
な

ぐ
、
北
門
開
か
れ
て
以
っ

て
不
周
の
風
を
内い

れ
、
傾
宮
（
大
宮
殿
）・
旋
室
（
玉
の
部
屋
）・

縣
圃
・
涼
風
・
樊
桐
は
昆
侖
の
閶し

ょ
う

闔こ
う

（
門
の
名
）
の
中
に
在
り
、

是
れ
其
の
疏
圃
な
り
。
疏
圃
の
池
は
、
之
を
黃
水
に
浸
し
（
注

い
で
い
る
）、
黃
水　

三
周
し
て
其
の
原も
と

に
復
る
。
是
れ
丹
水
と

謂
う
、
之
を
飮
め
ば
死
せ
ず
。
河
水　

昆
侖
の
東
北
陬
よ
り
出

で
、
渤
海
を
貫
く
、
禹
の
導
く
所
の
積
石
山
よ
り
入
る
な
り
。

赤
水　

其
の
東
南
陬
に
出
で
、
西
南
し
て
南
海
丹
澤
の
東
に
注

ぐ
。
赤
水
の
東
、
弱
水　

出
ず
る
に
窮
石
よ
り
し
て
、
合
黎

（
甘
肅
省
）
に
至
り
、
餘
波
（
支
流
）
は
流
沙
に
入
り
、
流
沙
を

絶わ
た

り
南
し
て
南
海
に
至
る
。
洋
水　

其
の
西
北
陬
に
出
で
、
南

海
羽
民
の
南
に
入
る
。
凡
て
四
水
な
る
者
、
帝
の
神
泉
、
以
っ

て
百
藥
を
和
し
、
以
っ
て
萬
物
を
潤
す
。

先
に
擧
げ
た
『
山
海
經
』
海
内
西
經
の
崑
崙
に
關
す
る
記
述
も
『
淮

南
子
』
と
多
く
の
部
分
が
重
な
り
（「　
　

」
線
で
示
し
て
あ
る
）、

⑬



─ 7 ─

詩
語
「
崑
崙
」
の
誕
生
（
大
野
）

「
仁
羿
に
非
ざ
れ
ば
能
く
岡
の
巖
を
上
る
莫
し
」
と
い
う
記
述
は

「
四
方
の
門
、
其
れ
誰
か
焉
よ
り
す
」
の
答
え
と
な
っ
て
い
る
。

『
淮
南
子
』
は
前
漢
の
淮
南
王
劉
安
が
編
纂
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
天
問
」
に
こ
れ
を
踏
ま
え
た
と
み
ら
れ
る
問
い
が
あ
る
以
上
、
こ

こ
に
記
さ
れ
た
崑
崙
に
關
す
る
知
識
は
戰
國
期
か
ら
傳
承
さ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
に
記
さ
れ
る
崑
崙
の
情
景
は
、

・
九
重
の
增
城
は
高
さ
一
千
里

・
九
つ
の
井
戸
と
玉
の
欄
干

・
玉
の
宮
殿

・
周
圍
に
多
く
の
門

・
五
尋
の
木
禾

・
玉
の
樹
木
と
不
死
樹

・
流
れ
出
る
黄
河
・
長
江
・
赤
水
・
弱
水

・
深
さ
三
百
仞
の
淵

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
靈
妙
さ
を
強
調
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
後
世
の
詩
人
が
描
く
よ
う
な
山
水
の
美
と
は
異
な
る

性
格
の
も
の
で
あ
る
。

　

『
淮
南
子
』
は
雜
家
に
屬
す
る
書
物
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は

道
家
の
色
彩
が
濃
い
も
の
で
あ
り
、『
楚
辭
』
や
『
山
海
經
』
も
巫

祝
と
の
關
連
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
天
問
」
は

巫
祝
或
い
は
王
族
の
子
弟
の
知
識
を
試
す
た
め
の
問
題
集
で
あ
る
と

す
る
説
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
神
山
の
描
寫
は
、
不
死
を
象
徴
す
る
よ

う
な
靈
妙
な
風
物
な
ど
、
專
ら
巫
祝
や
神
仙
家
の
關
心
事
を
詳
細
に

描
い
て
お
り
、
山
自
體
の
美
を
愛
で
る
よ
う
な
意
識
は
ま
だ
な
い
と

言
え
る
。

　

崑
崙
の
詳
細
な
記
述
は
『
山
海
經
』
西
次
三
經
に
も
見
え
て
い
る
。

西
次
三
經
は
崑
崙
に
連
な
る
山
系
が
、『
山
海
經
』
の
他
の
部
分
に

は
見
ら
れ
な
い
裝
飾
豐
か
な
表
現
で
描
か
れ
る
。

　

又
西
北
四
百
二
十
里
、
曰
峚
山
、
其
上
多
丹
木
、
員
葉
而
赤

莖
、
黄
華
而
赤
實
、
其
味
如
飴
、
食
之
不
飢
。
丹
水
出
焉
、
西

流
注
于
稷
澤
、
其
中
多
白
玉
、
是
有
玉
膏
、
其
源
沸
沸
湯
湯
、

黄
帝
是
食
是
饗
。
是
生
玄
玉
。
玉
膏
所
出
、
以
灌
丹
木
。
丹
木

五
歳
、
五
色
乃
淸
、
五
味
乃
馨
。
黄
帝
乃
取
峚
山
之
玉
榮
、
而

投
之
鍾
山
之
陽
。
瑾
瑜
之
玉
爲
良
、
堅
粟
精
密
、
有
濁
澤
而
光
。

五
色
發
作
、
以
和
柔
剛
。
天
地
鬼
神
、
是
食
是
饗
。
君
子
服
之
、

⑭
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以
禦
不
祥
。
自
峚
山
至
于
鍾
山
、
四
百
六
十
里
、
其
閒
盡
澤
也
。

是
多
奇
鳥
・
怪
獸
・
奇
魚
、
皆
異
物
焉
。

　

又
た
西
北
四
百
二
十
里
を
、
峚
山
と
曰
い
、
其
の
上
は
丹
木

多
く
、
員ま

ろ

き
葉
に
し
て
赤
莖
、
黄
華
に
し
て
赤
實
、
其
の
味
は

飴
の
如
く
、
之
を
食
す
れ
ば
飢
え
ず
。
丹
水 

焉こ
こ

よ
り
出
で
、

西
流
し
て
稷
澤
に
注
ぐ
、
其
の
中
に
白
玉
多
く
、
是こ

こ

に
玉
膏
有

り
、
其
の
源
は
沸
沸
湯し

ょ
う

湯し
ょ
う

、
黄
帝 

是
れ
食
し
是
れ
饗
す
。

是
に
玄
玉
を
生
ず
。
玉
膏
の
出
づ
る
所
、
以
て
丹
木
に
灌
ぐ
。

丹
木
は
五
歳
に
し
て
、
五
色 

乃
ち
淸
み
、
五
味 

乃
ち
馨
る
。

黄
帝 

乃
ち
峚
山
の
玉
榮
を
取
り
、
而
し
て
之
を
鍾
山
の
陽
に

投
ず
。
瑾
瑜
の
玉 

良
を
爲
し
、
堅
粟
に
し
て
精
密
、
濁
澤
有

り
て
光
る
。
五
色 

發
し
作お
こ

り
、
以
て
柔
剛
を
和
す
。
天
地
鬼

神
、
是
れ
食
し
是
れ
饗
す
。
君
子 

之
を
服
す
れ
ば
、
以
て
不

祥
を
禦ふ

せ

ぐ
。
峚
山
自
り
鍾
山
に
至
る
ま
で
、
四
百
六
十
里
、
其

の
閒 

盡
く
澤
な
り
。
是
に
奇
鳥
・
怪
獸
・
奇
魚
多
し
、
皆
な

異
物
な
り
。

こ
こ
で
は
黄
帝
が
玉
の
花
を
鍾
山
に
投
げ
て
種
を
植
え
た
と
い
う
傳

説
が
記
さ
れ
、「
沸
沸
湯
湯
」
と
い
う
疊
字
の
形
容
詞
は
『
淮
南

子
』
時
則
訓
や
馬
王
堆
帛
書
老
子
乙
本
卷
前
古
佚
書
『
黄
帝
四
經
』

兵
容
に
も
「
茀
茀
陽
陽
」
と
い
う
語
が
見
え
、
有
韻
の
四
字
句
の
多

さ
と
相
俟
っ
て
道
家
・
黄
老
系
文
獻
と
の
關
係
の
深
さ
を
思
わ
せ
る

も
の
で
あ
る
。

　

又
西
北
四
百
二
十
里
、
曰
鍾
山
、
其
子
曰
鼓
、
其
状
如
人
面

而
龍
身
。
是
與
欽
䲹
殺
葆
江
于
昆
侖
之
陽
、
帝
乃
戮
之
鍾
山
之

東
曰
嶕謠
崖
。
欽
䲹
化
爲
大
鶚
、
其
状
如
鵰
而
黑
文
白
首
、
赤
喙

而
虎
爪
、
其
音
如
晨
鵠
、
見
則
有
大
兵
。
鼓
亦
化
爲
鵔
鳥
、
其

状
如
鴟
、
赤
足
而
直
喙
、
黄
文
而
白
首
、
其
音
如
鵠
、
見
即
其

邑
大
旱
。

…
…

　

又
西
三
百
二
十
里
、
曰
槐
江
之
山
。
丘
時
之
水
出
焉
、
而
北

流
注
于
泑
水
。
其
中
多
蠃
母
、
其
上
多
靑
雄
黄
、
多
藏
琅
玕
・

黄
金
・
玉
。
其
陽
多
丹
粟
、
其
陰
多
采
黄
金
・
銀
。
實
惟
帝
之

平
圃
、
神
英
招
司
之
、
其
狀
馬
身
而
人
面
、
虎
文
而
鳥
翼
、
徇

于
四
海
、
其
音
如
榴
。
南
望
昆
侖
、
其
光
熊
熊
、
其
氣
魂
魂
。

西
望
大
澤
、
后
稷
所
潛
也
。
其
中
多
玉
、
其
陰
多
謠槝
木
之
有
若
。

…
…

⑰
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詩
語
「
崑
崙
」
の
誕
生
（
大
野
）

　

又
た
西
北
四
百
二
十
里
を
、
鍾
山
と
曰
う
、
其
の
子
を
鼓
と

曰
い
、
其
の
状
は
人
面
の
如
く
し
て
龍
身
。
是
れ
欽
䲹
と
葆
江

を
昆
侖
の
陽
に
殺
し
、
帝 

乃
ち
之
を
鍾
山
の
東
の
嶕謠
崖
と
曰

え
る
に
戮こ

ろ

す
。
欽
䲹 

化
し
て
大
鶚
と
爲
り
、
其
の
状
は
鵰
の

如
く
し
て
黑
文
白
首
、
赤
喙
に
し
て
虎
爪
、
其
の
音
は
晨
鵠
の

如
く
、
見あ

ら
わ

る
れ
ば
則
ち
大
兵
有
り
。
鼓
も
亦
た
化
し
て
鵔
鳥

と
爲
り
、
其
の
状
は
鴟
の
如
く
、
赤
足
に
し
て
直
喙
、
黄
文
に

し
て
白
首
、
其
の
音
は
鵠
の
如
く
、
見
る
れ
ば
即
ち
其
邑
に
大

旱
あ
り
。

…
…

　

又
た
西
三
百
二
十
里
を
、
槐
江
の
山
と
曰
う
。
丘
時
の

水 

焉
よ
り
出
で
、
而
し
て
北
に
流
れ
て
泑
水
に
注
ぐ
。
其
の

中
に
蠃
母
多
く
、
其
の
上
に
靑
雄
黄
多
く
、
多
く
琅
玕
・
黄

金
・
玉
を
藏
す
。
其
の
陽
に
丹
粟
多
く
、
其
の
陰
に
采
黄
金
・

銀
多
し
。
實
に
惟
れ
帝
の
平
圃
、
神
英
招 

之
を
司
り
、
其
の

状
は
馬
身
に
し
て
人
面
、
虎
文
に
し
て
鳥
翼
、
四
海
を
徇め

ぐ

り
、

其
の
音
は
榴
の
如
し
。
南
に
昆
侖
を
望
み
、
其
の
光
は
熊
熊
、

其
の
氣
は
魂
魂
。
西
に
大
澤
を
望
み
、
后
稷
の
潛
る
所
な
り
。

其
の
中
に
玉
多
く
、
其
の
陰
に
謠槝
木
の
若
有
る
多
し
。
…
…

鍾
山
に
は
崑
崙
の
南
で
戰
死
し
た
神
が
化
し
た
大
鶚
な
る
怪
鳥
が
棲

む
と
い
い
、
槐
江
之
山
の
條
の
「
實
惟
帝
之
平
圃
」
は
郭
璞
が
「
玄

圃
」
と
注
し
て
お
り
、
前
引
の
『
楚
辭
』
天
問
や
、
後
に
觸
れ
る

『
楚
辭
』
離
騷
に
も
「
縣
圃
」
と
し
て
見
え
て
い
て
、
崑
崙
の
中
に

あ
る
山
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
こ
か
ら
望
む
崑
崙
の

神
々
し
い
樣
子
が
、「
熊
熊
」「
魂
魂
」
等
の
疊
字
の
形
容
詞
で
描
か

れ
る
。

　

西
南
四
百
里
、
曰
昆
侖
之
丘
、
是
實
惟
帝
之
下
都
、
神
陸
吾

司
之
。
其
神
状
虎
身
而
九
尾
、
人
面
而
虎
爪
、
是
神
也
、
司
天

之
九
部
及
帝
之
囿
時
。
有
獸
焉
、
其
状
如
羊
而
四
角
、
名
曰
土

螻
、
是
食
人
。
有
鳥
焉
、
其
状
如
蠭
、
大
如
鴛
鴦
、
名
曰
欽
原
、

蠚
鳥
獸
則
死
、
蠚
木
則
枯
。
有
鳥
焉
、
其
名
曰
鶉
鳥
、
是
司
帝

之
百
服
。
有
木
焉
、
其
状
如
棠
、
黄
華
赤
實
、
其
味
如
李
而
無

核
、
名
曰
沙
棠
、
可
以
禦
水
、
食
之
使
人
不
溺
。
有
草
焉
、
名

曰
薲
草
、
其
状
如
葵
、
其
味
如
蔥
、
食
之
已
勞
。
河
水
出
焉
、

而
南
流
注
于
無
達
。
赤
水
出
焉
、
而
東
南
流
注
于
氾
天
之
水
。

洋
水
出
焉
、
而
西
南
流
注
于
醜
塗
之
水
。
黑
水
出
焉
、
而
西
流
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注
于
大
杅
。
是
多
怪
鳥
獸
。

　

西
南
四
百
里
を
、
昆
侖
の
丘
と
曰
う
、
是
れ
實
に
惟
れ
帝
の

下
都
、
神
陸
吾 

之
を
司
る
。
其
の
神 

状
は
虎
身
に
し
て
九
尾
、

人
面
に
し
て
虎
爪
、
是
の
神
や
、
天
の
九
部
及
び
帝
の
囿
時
を

司
る
。
獸
有
り
、
其
の
状
は
羊
の
如
く
し
て
四
角
、
名
を
土
螻

と
曰
い
、
是
れ
人
を
食
う
。
鳥
有
り
、
其
の
状
は
蠭
（
蜂
）
の

如
く
、
大
い
さ
鴛
鴦
の
如
し
、
名
を
欽
原
と
曰
い
、
鳥
獸
を
蠚さ

せ
ば
則
ち
死
し
、
木
を
蠚
せ
ば
則
ち
枯
る
。
鳥
有
り
、
其
の
名

を
鶉
鳥
と
曰
い
、
是
れ
帝
の
百
服
を
司
る
。
木
有
り
、
其
の
状

は
棠
の
如
く
、
黄
華
赤
實
、
其
の
味
は
李
の
如
く
し
て
核
無
し
、

名
を
沙
棠
と
曰
い
、
以
て
水
を
禦
ぐ
べ
し
、
之
を
食
え
ば
人
を

し
て
溺
れ
ざ
ら
し
む
。
草
有
り
、
名
を
薲
草
と
曰
い
、
其
の
状

は
葵
の
如
く
、
其
の
味
は
蔥
の
如
く
、
之
を
食
え
ば
勞
を
已
む
。

河
水　

焉
よ
り
出
で
て
、
南
流
し
て
無
達
に
注
ぐ
。
赤
水　

焉

よ
り
出
で
て
、
東
南
流
し
て
氾
天
の
水
に
注
ぐ
。
洋
水　

焉
よ

り
出
で
て
、
西
南
流
し
て
醜
塗
の
水
に
注
ぐ
。
黑
水　

焉
よ
り

出
で
て
、
西
流
し
て
大
杅
に
注
ぐ
。
是
れ
怪
鳥
獸
多
し
。

崑
崙
本
體
の
條
は
「
帝
の
下
都
」
と
い
う
記
述
に
始
ま
り
、
そ
の
守

り
神
と
見
ら
れ
る
恐
ろ
し
い
鳥
獸
が
描
か
れ
る
。
こ
こ
で
の
崑
崙
は

上
帝
が
地
上
に
降
り
る
、
天
と
地
を
つ
な
ぐ
通
路
で
あ
り
、
普
通
の

人
は
容
易
に
近
づ
け
な
い
。
そ
の
一
方
で
、「
帝
の
百
服
を
司
る
」

鳥
や
、
人
を
溺
れ
な
く
さ
せ
る
沙
棠
、
疲
れ
を
治
す
薲
草
な
ど
、
樂

園
を
思
わ
せ
る
産
物
も
あ
る
。
四
つ
の
河
が
流
れ
出
る
さ
ま
も
前
引

の
海
内
西
經
や
『
淮
南
子
』
と
同
樣
で
あ
る
が
、
崑
崙
自
體
の
山
容

は
描
か
れ
な
い
。

　

西
次
三
經
の
他
の
條
で
は
周
圍
か
ら
眺
め
た
崑
崙
の
神
々
し
さ
が

描
か
れ
た
り
、
黄
帝
と
の
關
連
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。
昆

侖
之
丘
の
條
の
み
は
そ
こ
に
棲
む
神
や
靈
妙
な
動
植
物
の
姿
が
詳
細

に
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
と
て
神
山
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
こ
に
存
在
す

る
靈
的
な
風
物
や
神
々
の
方
に
關
心
が
注
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

黄
帝
が
訪
れ
た
聖
地
と
し
て
の
崑
崙
を
、
周
の
穆
王
が
訪
れ
て
西

王
母
と
會
見
す
る
物
語
が
描
か
れ
る
の
が
『
穆
天
子
傳
』
で
あ
る
。

穆
王
は
西
域
に
足
を
踏
み
入
れ
る
前
に
、
西
方
の
諸
侯
の
一
つ
河
宗

氏
柏
夭
の
助
け
を
借
り
て
上
帝
を
祀
っ
て
い
る
。
上
帝
に
成
り
代
わ

っ
た
河
宗
の
口
か
ら
、
崑
崙
の
丘
に
至
れ
ば
福
祿
を
授
け
よ
う
と
穆

王
に
告
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
從
っ
て
穆
王
は
崑
崙
山
系
の
山
々
を
經
巡

⑱
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生
（
大
野
）

る
。
そ
の
途
中
の
昆
侖
之
丘
と
舂
山
に
つ
い
て
の
描
寫
を
見
る
と
、

　

吉
日
辛
酉
、
天
子
升
于
昆
侖
之
丘
、
以
觀
黄
帝
之
宮
而
封
豊

隆
之
葬
、
以
詔
後
世
。
癸
亥
、
天
子
具
蠲
齊
牲
全
、
以
禋
□
昆

侖
之
丘
。
甲
子
、
天
子
北
征
、
舍
于
珠
澤
、
以
釣
于
流
水
。
曰

「
珠
澤
之
藪
方
三
十
里
。」
爰
有
雚
・
葦
・
莞
・
蒲
・
茅
・

萯
・
蒹
・
葽
。
…
…
天
子
□
昆
侖
以
守
黄
帝
之
宮
、
南
司
赤
水

而
北
守
舂
山
之
宝
。
天
子
乃
賜
□
之
人
□
吾
黄
金
之
環
三
五
、

朱
帶
・
貝
飾
三
十
、
工
布
之
四
。
□
吾
乃
膜
拜
而
受
。
天
子
又

與
之
黄
牛
二
六
、
以
三
十
□
人
于
昆
侖
丘
。
季
夏
丁
卯
、
天
子

北
升
于
舂
山
之
上
、
以
望
四
野
、
曰
、「
舂
山
、
是
唯
天
下
之

高
山
也
。」
孳
木
□
華
不
畏
雪
、
天
子
於
是
取
孳
木
華
之
實
、

曰
、「
舂
山
之
澤
、
淸
水
出
泉
、
温
和
無
風
、
飛
鳥
百
獸
之
所

飮
食
、
先
王
所
謂
縣
圃
。」
天
子
於
是
得
玉
策
枝
斯
之
英
、
曰
、

舂
山
、
百
獸
之
所
聚
也
、
飛
鳥
之
所
棲
也
。
爰
有
□
獸
、
食
虎

豹
如
麋
而
載
骨
、
盤
□
始
如
麕
、
小
頭
大
鼻
。
爰
有
赤
豹
白
虎
、

熊
羆
豺
狼
、
野
馬
野
牛
、
山
羊
野
豕
。
爰
有
白
鶽
靑
雕
、
執
犬

羊
、
食
豕
鹿
。

　

吉
日
辛
酉
、
天
子 

昆
侖
の
丘
に
升
り
、
以
て
黄
帝
の
宮
を

觀
て
豊
隆
の
葬
を
封
じ
、
以
て
後
世
に
詔
す
。
癸
亥
、
天

子 

蠲
齊
（
潔
齋
）
せ
る
牲
全
を
具
え
、
以
て
昆
侖
の
丘
に
禋

□
す
。
甲
子
、
天
子 

北
征
し
、
珠
澤
に
舍
り
、
以
て
流
水
に

釣
る
。
曰
く
「
珠
澤
の
藪
は
方
三
十
里
」
と
。
爰
に
雚
・
葦
・

莞
・
蒲
・
茅
・
萯
・
蒹
・
葽
有
り
。
天
子 

昆
侖
に
□
し
て
以

て
黄
帝
の
宮
を
守
り
、
南
の
か
た
赤
水
を
司
り
て
北
の
か
た
舂

山
の
宝
を
守
ら
し
む
。
天
子 

乃
ち
□
の
人
□
吾
に
黄
金
の
環

三
五
、
朱
帶
・
貝
飾
三
十
、
工
布
の
四
を
賜
う
。
□
吾 

乃
ち

膜
拜
し
て
受
く
。
天
子 

又
た
之
黄
牛
二
六
を
與
え
、
三
十
□

人
を
以
て
昆
侖
丘
に
于ゆ

か
し
む
。
季
夏
丁
卯
、
天
子　

北
の
か

た
舂
山
の
上
に
升
り
、
以
て
四
野
を
望
み
、
曰
く
、「
舂
山
、

是
れ
唯
れ
天
下
の
高
山
な
り
」
と
。
孳
木
□
華
は
雪
を
畏
れ
ず
、

天
子　

是
に
於
て
孳
木
華
の
實
を
取
り
、
曰
く
、「
舂
山
の
澤
、

淸
水　

泉
を
出
だ
し
、
温
和
無
風
、
飛
鳥
百
獸
の
飮
食
す
る
所
、

先
王
の
所
謂
る
縣
圃
な
り
」
と
。
天
子　

是
に
於
て
玉
策
枝
斯

の
英
を
得
て
、
曰
く
、「
舂
山
、
百
獸
の
聚
ま
る
所
な
り
、
飛

鳥
の
棲
む
所
な
り
」
と
。
爰
に
□
獸
有
り
、
虎
豹
を
食
す
る
こ

と
麋
の
如
く
し
て
骨
を
載
せ
、
□
始
を
盤め

ぐ

る
こ
と
？
麕
の
如
く
、

⑲

⑳

㉑

㉒
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小
頭
に
し
て
大
鼻
。
爰
に
赤
豹
白
虎
、
熊
羆
豺
狼
、
野
馬
野
牛
、

山
羊
野
豕
有
り
。
爰
に
白
鶽
靑
雕
有
り
、
犬
羊
を
執
り
、
豕
鹿

を
食
ら
う
。（
卷
二
）

穆
王
は
昆
侖
之
丘
で
「
黄
帝
之
宮
」
に
參
詣
し
て
か
ら
犧
牲
を
捧
げ

て
祀
り
、
次
い
で
訪
れ
た
珠
澤
は
産
す
る
物
が
「
爰
有
…
…
」
と
列

擧
さ
れ
る
。
こ
の
形
式
は
『
山
海
經
』
海
經
の
樂
園
の
描
寫
に
も
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
續
い
て
訪
れ
た
舂
山
は
『
山
海
經
』
西
次
三

經
に
も
見
え
る
鍾
山
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
鳥
や
獸

が
住
ま
う
樂
園
的
風
景
が
描
か
れ
、
こ
れ
こ
そ
『
楚
辭
』
に
も
見
え

て
い
た
崑
崙
の
縣
圃
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
崑
崙
は
黄
帝
の
聖
地
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
一
方
、
穆

王
も
ま
た
上
帝
の
お
告
げ
を
得
て
靈
性
を
身
に
つ
け
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
崑
崙
を
訪
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
多
く
の

動
植
物
を
羅
列
し
て
そ
の
豐
饒
さ
を
釀
し
出
す
鋪
陳
表
現
も
見
ら
れ

る
。
こ
こ
で
も
崑
崙
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
こ
に
産
す
る
豐
饒
な
動
植

物
や
、
雪
を
畏
れ
な
い
「
孳
木
華
」、
玉
策
枝
斯
の
英
と
い
っ
た
靈

妙
な
風
物
に
よ
っ
て
そ
の
樂
園
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る

と
い
え
る
。

　

『
山
海
經
』
西
次
三
經
や
『
穆
天
子
傳
』
の
こ
う
し
た
描
寫
は
前

節
の
海
内
西
經
や
『
淮
南
子
』
と
同
樣
に
、
不
死
を
象
徴
す
る
よ
う

な
靈
妙
な
風
物
を
列
擧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
靈
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
の
ち
の
辭
賦
に
つ
な
が
る

鋪
陳
の
技
法
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
に
値
す
る
。

二　

象
徴
と
し
て
の
崑
崙

（
一
）
荒
遠
の
地
名
と
し
て
の
崑
崙

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
文
獻
は
、
す
べ
て
巫
祝
や
神
仙
家
と
の
か
か

わ
り
が
深
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
文
獻
の
中
の
崑
崙
に

は
、
そ
の
一
部
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
を
象
徴
す
る
役
割
を
負
っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。

　

ま
ず
崑
崙
を
特
別
な
山
で
は
な
く
荒
遠
の
地
名
と
し
て
記
す
も
の

が
あ
る
。『
爾
雅
』
釋
地
を
見
る
と
、

　

東
方
之
美
者
、
有
醫
無
閭
之
珣
玗
琪
焉
。
東
南
之
美
者
、
有

會
稽
之
竹
箭
焉
。
南
方
之
美
者
、
有
梁
山
之
犀
象
焉
。
西
南
之

美
者
、
有
華
山
之
金
石
焉
。
西
方
之
美
者
、
有
霍
山
之
多
珠
玉

焉
。
西
北
之
美
者
、
有
崑
崙
虚
之
璆
琳
琅
玕
焉
。
北
方
之
美
者
、

㉓
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有
幽
都
之
筋
角
焉
。
東
北
之
美
者
、
有
斥
山
之
文
皮
焉
。
中
有

岱
嶽
、
與
其
五
穀
魚
鹽
生
焉
。

　

東
方
の
美
な
る
者
は
、
醫
無
閭
の
珣
玗
琪
有
り
。
東
南
の
美

な
る
者
は
、
會
稽
の
竹
箭
有
り
。
南
方
の
美
な
る
者
は
、
梁
山

の
犀
象
有
り
。
西
南
の
美
な
る
者
は
、
華
山
の
金
石
有
り
。
西

方
の
美
な
る
者
は
、
霍
山
の
多
珠
玉
有
り
。
西
北
の
美
な
る
者

は
、
崑
崙
虚
の
璆
琳
・
琅
玕
有
り
。
北
方
の
美
な
る
者
は
、
幽

都
の
筋
角
有
り
。
東
北
の
美
な
る
者
は
、
斥
山
の
文
皮
有
り
。

中
に
は
岱
嶽
有
り
、
其
の
五
穀
と
魚
鹽
と
生
ず
。

　

中
國
の
八
方
の
特
産
品
を
擧
げ
て
い
る
記
述
の
中
で
、
崑
崙
虚
を

「
西
北
の
美
な
る
者
」
た
る
璆
琳
・
琅
玕
の
産
地
と
し
て
擧
げ
て
い

る
。
他
に
は
會
稽
や
梁
山
・
華
山
・
岱
嶽
な
ど
實
在
の
地
名
も
あ
り
、

崑
崙
虚
も
そ
の
延
長
上
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
『
尚
書
』
禹
貢
に
は

織
皮
崑
崙
・
析
支
・
渠
搜
、
西
戎
即
敍
。

織
皮
は
崑
崙
・
析
支
・
渠
搜
の
、
西
戎
即
き
叙し

た
が

う
（
こ
と
に
よ

っ
て
貢
ぐ
）

と
あ
り
、
西
方
の
國
の
一
つ
と
し
て
記
さ
れ
る
。
殷
の
伊
尹
が
湯
王

の
命
を
受
け
て
作
成
し
た
、
四
方
の
諸
侯
に
貢
物
を
出
さ
せ
る
號
令

で
あ
る
『
逸
周
書
』
王
會
解
引
「
伊
尹
四
方
令
」
も

　

伊
尹
受
命
、
於
是
爲
四
方
令
曰
、「
臣
請
、
…
…
正
西
崑

崙
・
狗
國
・
鬼
親
…
…
、
請
令
以
丹
靑
・
白
旄
…
…
神
龜
爲

獻
。」

　

伊
尹　

命
を
受
け
、
是
に
於
て
四
方
令
を
爲
し
て
曰
く
、

「
臣
請
う
、
…
…
正
西
の
崑
崙
・
狗
國
・
鬼
親
…
…
、
請
う
令

す
る
に
丹
靑
・
白
旄
…
…
神
龜
を
以
っ
て
獻
と
爲
せ
と
。」

と
云
い
、
崑
崙
は
や
は
り
西
方
の
國
の
名
で
あ
る
。

　

『
呂
氏
春
秋
』
本
味
に
は

　

水
之
美
者
、
三
危
之
露
、
崑
崙
之
井
。
沮
江
之
丘
、
名
曰
搖

水
。
曰
山
之
水
。
高
泉
之
山
、
其
上
有
涌
泉
焉
。
冀
州
之
原
。

　

水
の
美
な
る
者
は
、
三
危
の
露
、
崑
崙
の
井
あ
り
。
沮
江
の

丘
は
、
名
づ
け
て
搖
水
と
曰
う
。
曰
山
の
水
あ
り
。
高
泉
の
山

は
、
其
の
上
に
涌
泉
有
り
。
冀
州
の
原
あ
り
。

と
云
い
、
崑
崙
が
名
水
を
産
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

特
に
靈
妙
な
場
所
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
そ
の
場
所
か
ら
産
出
す
る
珍
し
い
物
を
記
す
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記
事
で
あ
る
か
ら
、
崑
崙
自
體
の
樣
子
は
不
必
要
な
情
報
で
あ
っ
て

記
さ
れ
な
い
の
は
當
然
で
は
あ
る
が
、
特
に
『
爾
雅
』「
禹
貢
」
の

よ
う
な
儒
家
の
文
獻
で
は
、
靈
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
排
し
た
合
理
化
が

顯
著
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。『
爾
雅
』
釋
丘
に
は

　

丘
一
成
爲
敦
丘
。
再
成
爲
陶
丘
。
再
成
鋭
上
爲
融
丘
。
三
成

爲
崑
崙
丘
。

　

丘
の
一ひ

と

え
に
成か
さ

な
れ
る
を
敦
丘
と
爲
す
。
再ふ
た
え

に
成
な
れ
る

を
陶
丘
と
爲
す
。
再
に
成
な
り
て
鋭
き
上
な
る
を
融
丘
と
爲
す
。

三み

え
に
成
な
れ
る
を
崑
崙
丘
と
爲
す
。

と
云
い
、
釋
水
に
は

河
出
崑
崙
虚
、
色
白
。

河
は
崑
崙
虚
よ
り
出
で
、
色
白
し
。

と
、『
山
海
經
』
海
内
西
經
と
同
樣
に
崑
崙
の
姿
を
説
明
す
る
記
述

も
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
地
理
的
情
報
に
と
ど
ま
り
、
釋
地
と
同
樣

に
そ
の
靈
妙
さ
は
一
切
記
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
二
）
道
を
得
た
者
の
聖
地

　

『
莊
子
』
に
は
し
ば
し
ば
黄
帝
と
と
も
に
崑
崙
が
現
れ
、
道
を
得

た
者
の
聖
地
と
し
て
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
。
大
宗
師
篇
に
は

　

夫
道
、
有
情
有
信
無
爲
無
形
。
…
…
堪
坏
得
之
、
以
襲
崑
崙
。

馮
夷
得
之
、
以
游
大
川
。
肩
吾
得
之
、
以
處
大
山
。
黃
帝
得
之
、

以
登
雲
天
。
顓
頊
得
之
、
以
處
玄
宮
。
禺
強
得
之
、
立
乎
北
極
。

西
王
母
得
之
、
坐
乎
少
廣
。

　

夫
れ
道
は
、
情
有
り
信
有
り
爲
す
無
く
形
無
し
。
…
…
堪た

ん

坏ぱ
い　

之
を
得
て
、
以
っ
て
崑
崙
に
襲い

る
。
馮
夷　

之
を
得
て
、
以
っ

て
大
川
に
游あ

そ

ぶ
。
肩
吾　

之
を
得
て
、
以
っ
て
大
山
に
處
る
。

黃
帝　

之
を
得
て
、
以
っ
て
雲
天
に
登
る
。
顓
頊　

之
を
得
て
、

以
っ
て
玄
宮
に
處
る
。
禺
強
（
北
方
の
神
）　

之
を
得
て
、
北
極

に
立
つ
。
西
王
母　

之
を
得
て
、
少
廣
に
坐
す
。

と
云
い
、
崑
崙
は
堪
坏
が
道
を
得
て
行
く
こ
と
の
で
き
た
場
所
と
し

て
見
え
て
い
る
。

　

ま
た
天
地
篇
に
は

　

黃
帝
遊
乎
赤
水
之
北
、
登
乎
崑
崙
之
丘
而
南
望
、
還
歸
、
遺

其
玄
珠
。
使
知
索
之
而
不
得
、
使
離
朱
索
之
而
不
得
、
使
喫
詬

索
之
而
不
得
也
。
乃
使
象
罔
、
象
罔
得
之
。
黃
帝
曰
「
異
哉
、

象
罔
乃
可
以
得
之
乎
。」
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黄
帝　

赤
水
の
北
に
遊
び
、
崑
崙
の
丘
に
登
っ
て
南
望
し
、

還
歸
せ
ん
と
し
て
、
其
の
玄
珠
（
智
慧
の
黑
い
珠
）
を
遺う
し
な

う
。

知
を
し
て
之
を
索
め
し
め
て
得
ず
、
離
朱
を
し
て
之
を
索
め
し

め
て
得
ず
、
喫か

い

詬こ
う

を
し
て
之
を
索
め
し
め
て
得
ず
。
乃
ち
象
罔

に
せ
し
め
、
象
罔
之
を
得
た
り
。
黄
帝
曰
く
「
異
な
る
哉
、
象

罔　

乃
ち
以
っ
て
之
を
得
べ
き
か
。」
と
。

至
樂
篇
に
は

崑
崙
之
虛
、
黃
帝
之
所
休
。

崑
崙
の
虚
は
、
黄
帝
の
休い

こ

う
所
な
り
。

知
北
遊
篇
に
は

　

無
始
曰
「
有
問
道
而
應
之
者
、
不
知
道
也
。
雖
問
道
者
、
亦

未
聞
道
。
道
無
問
、
問
無
應
。
無
問
問
之
、
是
問
窮
也
。
無
應

應
之
、
是
無
内
也
。
以
無
内
待
問
窮
、
若
是
者
、
外
不
觀
乎
宇

宙
、
内
不
知
乎
大
初
。
是
以
不
過
乎
崑
崙
、
不
游
乎
太
虛
。」

　

無
始
曰
く
「
道
を
問
う
有
り
て
之
に
應こ

た

う
る
者
は
、
道
を
知

ら
ざ
る
な
り
。
道
を
問
う
者
と
雖
も
、
亦
た
未
だ
道
を
聞
か
ず
。

道
は
問
う
無
く
、
問
う
も
應
う
る
無
し
。
問
う
無
き
に
之
を
問

う
は
、
是
れ
窮
（
空
）
を
問
う
な
り
。
應
う
る
無
き
に
之
に
應

う
る
は
、
是
れ
内
（
内
實
）
無
き
な
り
。
内
無
き
を
以
て
窮
を

問
う
を
待
つ
（
む
な
し
い
問
に
答
え
よ
う
と
す
る
）、
是
く
の
若
き

者
は
、
外
に
宇
宙
を
觀
ず
、
内
に
大
初
を
知
ら
ず
。
是
を
以
て

崑
崙
に
過よ

ぎ

ら
ず
、
太
虚
に
遊
ば
ず
」
と
。

と
云
う
如
く
、
道
を
得
た
も
の
だ
け
が
行
け
る
場
所
と
し
て
崑
崙
の

名
が
見
え
る
。
崑
崙
が
黄
帝
と
關
係
す
る
樂
園
的
な
場
所
で
あ
る
こ

と
は
示
唆
さ
れ
る
が
、
崑
崙
自
體
の
描
寫
は
記
さ
れ
な
い
。
ち
な
み

に
逍
遙
遊
篇
に
は
神
人
が
住
む
仙
境
と
し
て
藐
姑
射
の
山
が
見
え
る

が
、　

藐
姑
射
之
山
、
有
神
人
居
焉
、
膚
若
氷
雪
、
淖
約
若
處
子
。

不
食
五
穀
、
吸
風
飮
露
。
乘
雲
氣
、
御
飛
龍
、
而
遊
乎
四
海
之

外
、
其
神
凝
使
物
不
疵
癘
而
年
穀
熟
。

　

藐
姑
射
の
山
に
、
神
人
有
り
て
居
り
、
膚
は
氷
雪
の
若
く
、

淖
約
た
る
こ
と
處
子
の
若
し
。
五
穀
を
食
せ
ず
、
風
を
吸
い
露

を
飮
む
。
雲
氣
に
乘
り
、
飛
龍
を
御
し
、
而
し
て
四
海
の
外
に

遊
び
、
其
の
神
凝
れ
ば
物
を
し
て
疵
癘
（
そ
こ
な
う
）
せ
し
め

ず
年
穀
を
し
て
熟
せ
し
む
。

と
云
う
よ
う
に
、
藐
姑
射
自
體
の
山
容
は
描
か
れ
ず
、
神
人
の
姿
の
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み
を
詳
し
く
描
く
の
は
崑
崙
の
描
寫
と
同
じ
で
あ
る
。
神
山
そ
の
も

の
よ
り
も
神
人
の
方
に
關
心
の
中
心
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
神
仙
的

な
人
物
の
存
在
こ
そ
が
神
仙
世
界
の
聖
地
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。

（
三
）
遊
行
の
目
的
地

　

『
穆
天
子
傳
』
は
周
の
穆
王
が
西
域
を
遊
行
し
て
崑
崙
を
め
ざ
す

物
語
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
天
下
を
廣
く
經
巡
る
こ
と
は
、
古
代

に
あ
っ
て
は
も
と
よ
り
常
人
の
な
せ
る
業
で
は
な
く
、
特
殊
な
屬
性

を
持
っ
た
人
物
の
み
に
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
王

者
で
あ
り
、
舜
に
始
ま
り
秦
の
始
皇
帝
や
漢
の
武
帝
が
行
っ
た
巡
狩

や
、
禹
の
治
水
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
靈
性
を
具
え
た
人
物
に
よ
る
神
話
的
世
界
の
遊
行
で

あ
り
、『
楚
辭
』
離
騷
や
九
章
に
描
か
れ
る
主
人
公
の
遊
行
が
代
表

的
で
あ
る
。
崑
崙
は
そ
の
目
的
地
や
經
由
地
と
し
て
『
楚
辭
』
に
頻

繁
に
登
場
す
る
。

　

ま
ず
離
騷
を
見
る
と
、
舜
帝
が
祀
ら
れ
る
蒼
梧
を
出
發
し
、
崑
崙

の
縣
圃
か
ら
天
上
へ
遊
行
し
よ
う
と
す
る
場
面
に

　

朝
發
軔
於
蒼
梧
兮
、
夕
余
至
乎
縣
圃
。
欲
少
留
此
靈
瑣
兮
、

日
忽
忽
其
將
暮
。
吾
令
羲
和
弭
節
兮
、
望
崦
嵫
而
勿
迫
。
路
曼

曼
其
修
遠
兮
、
吾
將
上
下
而
求
索
。（
王
逸
注
）
縣
圃
、
神
山
。

在
崑
崙
之
上
。

　

朝
に
軔と

め
ぎ

を
蒼
梧
に
發
し
、
夕
に
余
は
縣
圃
に
至
る
。
少し
ば
ら

く

此
の
靈
瑣
（
靈
妙
な
場
所
）
に
留
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
日
は
忽

忽
と
し
て
其
れ
将ま

さ

に
暮
れ
ん
と
す
。
吾
は
羲
和
（
太
陽
の
馭

者
）
を
し
て
節
を
弭と
ど

め
し
め
、
崦
嵫
（
太
陽
の
沈
む
と
こ
ろ
に
あ

る
山
）
を
望
み
て
迫
る
勿
か
ら
し
め
ん
。
路
は
曼
曼
と
し
て
其

れ
修な

が

く
遠
く
、
吾
は
將
に
上
下
し
て
求
索
せ
ん
と
す
。（
王
逸

注
）
縣
圃
と
は
、
神
山
な
り
。
崑
崙
の
上
に
在
り
。

と
云
う
。
縣
圃
は
「
靈
瑣
」
と
い
う
語
で
そ
の
靈
性
が
示
さ
れ
る
が
、

そ
れ
以
上
の
詳
し
い
樣
子
は
描
か
れ
な
い
。
そ
の
後
天
宮
に
入
る
こ

と
を
拒
絶
さ
れ
地
上
に
戻
っ
て
か
ら
、
再
び
理
解
者
を
求
め
て
地
の

隅
々
を
遊
行
す
る
場
面
で

　

邅
吾
道
夫
崑
崙
兮
、
路
修
遠
以
周
流
。

　

邅め
ぐ

り
て
吾 

夫か

の
崑
崙
に
道
す
れ
ば
、
路
は
修
く
遠
く
以
っ

て
周
流
す
。

と
云
い
、
遊
行
の
目
的
地
と
し
て
崑
崙
が
示
さ
れ
る
が
、
そ
こ
ま
で
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の
道
は
「
路
修
遠
以
周
流
」「
路
修
遠
以
多
艱
兮
」「
路
不
周
以
左
轉

兮
」
と
長
く
困
難
な
樣
子
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
崑
崙
そ
の
も
の
の

樣
子
は
は
や
り
描
か
れ
ず
、『
穆
天
子
傳
』
の
よ
う
な
樂
園
的
な
風

物
も
描
か
れ
な
い
。

　

一
方
、
九
歌
・
河
伯
は
黄
河
の
神
の
河
伯
が
崑
崙
へ
遊
行
す
る
内

容
で
あ
り
、

　

與
女
游
兮
九
河
、
衝
風
起
兮
橫
波
。
乘
水
車
兮
荷
蓋
、
駕
兩

龍
兮
驂
螭
。
登
崑
崙
兮
四
望
、
心
飛
揚
兮
浩
蕩
。
日
將
暮
兮
悵

忘
歸
、
惟
極
浦
兮
寤
懷
。

　

女な
ん
じ

と
九
河
に
游あ
そ

べ
ば
、
衝
風
起
こ
り
て
波
を
橫
た
う
。
水

車
に
乘
り
て
荷
蓋
し
、
兩
龍
を
駕
し
て
螭
を
驂

そ
え
う
ま

と
す
。
崑
崙

に
登
り
て
四
も
に
望
め
ば
、
心
は
飛
揚
し
て
浩
蕩
す
。
日
は
將

に
暮
れ
ん
と
し
悵
と
し
て
歸
る
を
忘
れ
、
極
浦
を
惟お

も

い
て
寤
懷

す
。

と
云
う
。
ま
た
九
章
・
渉
江
に
も

　

世
溷
濁
而
莫
余
知
兮
、
吾
方
高
馳
而
不
顧
。
駕
靑
虯
兮
驂
白

螭
、
吾
與
重
華
遊
兮
瑤
之
圃
。
登
崑
崙
兮
食
玉
英
、
與
天
地
兮

同
壽
、
與
日
月
兮
同
光
。

　

世
は
溷
濁
し
て
余
を
知
る
莫
し
、
吾
は
方ま

さ

に
高
馳
し
て
顧
み

ず
。
靑
虯
を
駕
し
て
白
螭
を
驂
と
し
、
吾
は
重
華
と
瑤
の
圃
に

遊
ば
ん
。
崑
崙
に
登
り
て
玉
英
を
食
ら
い
、
天
地
と
壽
を
同
じ

く
し
、
日
月
と
光
を
同
じ
く
せ
ん
。

と
云
う
。
遊
行
の
行
先
と
し
て
崑
崙
が
登
場
し
、
崑
崙
そ
の
も
の
の

山
容
は
描
か
れ
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も
前
後
に
「
心
飛
揚
兮
浩

蕩
」「
悵
忘
歸
」「
食
玉
英
」「
與
天
地
兮
同
壽
、
與
日
月
兮
同
光
」

と
い
っ
た
、
安
樂
や
長
生
を
得
ら
れ
る
樂
園
的
な
性
格
を
暗
示
す
る

描
寫
が
見
ら
れ
る
。
特
に
「
食
玉
英
」
は
前
引
の
『
穆
天
子
傳
』
卷

二
に
も
「
得
玉
策
枝
斯
之
英
」
と
し
て
見
え
て
お
り
、「
天
地
と
壽

を
同
じ
く
」
で
き
る
食
物
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
・
悲
回
風
も
「
冤
結
」
し
た
心
を
抱
い
て
遊
行
す
る
場
面
に

　

馮
崑
崙
以
瞰
霧
兮
、
隱
㞶
山
以
淸
江
。
憚
涌
湍
之
礚
礚
兮
、

聽
波
聲
之
洶
洶
。
紛
容
容
之
無
經
兮
、
罔
芒
芒
之
無
紀
。
軋
洋

洋
之
無
從
兮
、
馳
委
移
之
焉
止
。

　

崑
崙
に
馮
り
て
以
て
霧
を
瞰み

、
㞶
（
岷
）
山
に
隱よ

り
て
以
て

江
を
清す

ま
す
。
涌
湍
の
礚
礚
（
磕
磕
）
た
る
に
憚お
ど
ろ

き
、
波
聲

の
洶
洶
た
る
を
聽
く
。
紛
と
し
て
容
容
と
し
て
之
れ
經
無
く
、
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罔
と
し
て
芒
芒
と
し
て
之
れ
紀
無
し
。
軋
り
て
洋
洋
と
し
て
之

れ
從よ

る
無
く
、
馳
せ
て
委
移
と
し
て
之
れ
焉い
ず

く
に
か
止
ま
ら

ん
。　

と
云
い
、
崑
崙
は
や
は
り
遊
行
の
經
由
地
と
し
て
そ
の
情
景
は
描
か

れ
な
い
が
、
そ
の
後
に
續
く
の
は
樂
園
的
な
描
寫
で
は
な
く
、
波
音

高
く
逆
卷
く
激
流
の
果
て
し
な
く
流
れ
る
さ
ま
が
悲
哀
を
一
層
強
調

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
天
界
へ
の
入
り
口
と
し
て
、
ま
た
周
流
す
る
目
的
地

や
經
由
地
と
し
て
登
場
す
る
崑
崙
は
、
そ
れ
自
體
の
姿
が
全
く
描
か

れ
な
い
點
で
共
通
す
る
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
歌
を
享
受
す
る

人
々
の
閒
で
は
、
そ
の
名
を
擧
げ
る
だ
け
で
、『
莊
子
』
や
『
山
海

經
』
西
次
三
經
、『
穆
天
子
傳
』
に
描
か
れ
る
、
有
道
者
で
あ
っ
て

初
め
て
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
聖
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
で
き
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

右
に
例
示
し
た
諸
作
品
に
お
け
る
崑
崙
は
、
主
人
公
が
安
樂
や
長

生
を
得
べ
く
そ
こ
を
目
指
す
の
で
あ
る
が
、
長
く
困
難
な
道
の
り
を

經
て
た
ど
り
着
い
て
も
、
主
人
公
は
結
局
救
わ
れ
ず
に
終
わ
る
。
崑

崙
は
そ
の
靈
的
な
雰
圍
氣
に
よ
っ
て
、
理
想
を
實
現
で
き
な
い
悲
哀

を
增
幅
さ
せ
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
中

に
入
れ
ば
永
遠
の
安
樂
を
得
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
危
險
を
冒

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
二
律
背
反
の
イ
メ
ー
ジ
の
う
ち
、
後

者
の
危
險
性
の
方
が
強
調
さ
れ
て
前
者
の
安
樂
さ
が
消
失
し
た
も
の

と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
對
し
て
『
穆
天
子
傳
』
で
は
、
主
人
公
の
穆

王
は
西
王
母
と
會
見
し
て
地
上
を
治
め
る
權
威
を
得
る
こ
と
に
成
功

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
前
者
の
安
樂
さ
の
方
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
同
じ
遊
行
を
描
く
作
品
で
も
、
宋
玉
「
高
唐
賦
」（『
文

選
』
卷
十
九
）
は
遊
行
の
目
的
地
で
あ
る
高
唐
臺
の
情
景
が
表
現
豐

か
に
描
寫
さ
れ
る
。
い
ま
例
を
擧
げ
る
と
、

　

水
澹
澹
而
盤
紆
兮
、
洪
波
淫
淫
之
溶
㵝
。
奔
揚
踊
而
相
撃
兮
、

雲
興
聲
之
霈
霈
。
猛
獸
驚
而
跳
駭
兮
、
妄
奔
走
而
馳
邁
。
虎
豹

豺
兕
、
失
氣
恐
喙
。
雕
鶚
鷹
鷂
、
飛
揚
伏
竄
、
股
戰
脅
息
、
安

敢
妄
摯
。

　

水
は
澹
澹
と
し
て
盤
紆
し
、
洪
波
は
淫
淫
と
し
て
溶
㵝
た
り
。

奔
り
て
揚
踊
し
て
相
い
撃
ち
、
雲
の
ご
と
く
興
る
聲
の
霈
霈
た

り
。
猛
獸
も
驚
き
て
跳
駭
し
、
妄
り
に
奔
走
し
て
馳
邁
す
。
虎

㉔

㉕
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豹
豺
兕
も
、
氣
を
失
い
て
恐
れ
喙き
わ

ま
る
。
雕
鶚
鷹
鷂
も
、
飛
揚

し
伏
竄
し
、
股も

も

は
戰
き
脅か
た

は
息い
こ

い
、
安
ん
ぞ
敢
え
て
妄
り
に
摯と

ら
ん
。

こ
こ
で
は
水
の
流
れ
の
激
し
さ
を
視
覺
・
聽
覺
の
兩
面
か
ら
描
き
出

し
、
さ
ら
に
猛
獸
や
猛
禽
も
恐
れ
お
の
の
く
さ
ま
を
描
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
高
唐
臺
へ
の
道
中
の
險
し
さ
を
浮
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

　

仰
視
山
顛
、
肅
何
千
千
、
炫
燿
虹
蜺
。
俯
視
崝
嶸
、
窐
寥
窈

冥
。
不
見
其
底
、
虚
聞
松
聲
。
傾
岸
洋
洋
、
立
而
熊
經
。
久
而

不
去
、
足
盡
汗
出
。
悠
悠
忽
忽
、
怊
悵
自
失
。
使
人
心
動
、
無

故
自
恐
。
賁
育
之
斷
、
不
能
爲
勇
。

　

山
顛
を
仰
視
す
れ
ば
、
肅
と
し
て
何
ぞ
千
千
た
る
、
炫
燿
た

る
虹
蜺
あ
り
。
崝
嶸
を
俯
視
す
れ
ば
、
窐
寥
た
り
窈
冥
た
り
。

其
の
底
を
見
ず
、
虚
し
く
松
聲
を
聞
く
。
傾
岸
は
洋
洋
と
し
て
、

立
つ
こ
と
熊
の
ご
と
く
し
て
經
す
。
久
し
く
し
て
去
ら
ず
、
足

は
盡
く
汗
出
づ
。
悠
悠
た
り
忽
忽
た
り
、
怊
悵
し
て
自
ら
失
う
。

人
心
を
し
て
動
か
し
め
、
故
無
く
自
ら
恐
る
。
賁
育
の
斷
も
、

勇
を
爲
す
能
わ
ず
。

高
唐
臺
の
山
巓
の
そ
び
え
立
つ
さ
ま
と
谷
の
深
さ
暗
さ
を
描
き
、
孟

賁
・
夏
育
の
よ
う
な
勇
者
で
さ
え
怖
気
づ
く
險
し
い
道
が
迫
眞
の
表

現
で
描
寫
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
描
寫
は
『
山
海
經
』
や
『
穆
天
子
傳
』
な
ど
に
比
べ
る

と
、
一
層
修
飾
が
豐
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
「
高
唐
賦
」
は
宋
玉
が
楚
の
襄
王
に
對
し
て
高
唐
臺
の
有
り

樣
を
賦
に
し
て
語
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
か
ら
、
説
明
的
な
語
り

口
に
な
る
の
は
當
然
で
は
あ
る
が
、
宋
玉
に
至
っ
て
聖
地
そ
の
も
の

の
風
景
を
鋪
陳
を
驅
使
し
て
描
く
表
現
が
成
立
し
た
こ
と
は
、
一
つ

の
轉
換
點
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三　

崑 

崙 

の 

展 

開

（
一
）
願
望
の
滿
た
さ
れ
な
い
理
想
鄕

　

『
楚
辭
』
に
は
遊
行
の
目
的
地
と
し
て
の
崑
崙
が
し
ば
し
ば
歌
わ

れ
て
い
た
が
、
漢
代
の
『
楚
辭
』
後
期
作
品
に
も
崑
崙
へ
の
遊
行
が

描
か
れ
、
そ
の
描
寫
も
細
や
か
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
賈
諠
「
惜
誓
」
は

　

惜
余
年
老
而
日
衰
兮
、
歳
忽
忽
而
不
反
。
登
蒼
天
而
高
擧
兮
、

歴
衆
山
而
日
遠
。
觀
江
河
之
紆
曲
兮
、
離
四
海
之
霑
濡
。
攀
北
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極
而
一
息
兮
、
吸
沆
瀣
以
充
虚
。

　

余
の
年
老
い
て
日
び
衰
え
、
歳
の
忽
忽
と
し
て
反
ら
ざ
る
を

惜
し
む
。
蒼
天
に
登
り
て
高
く
擧
が
り
、
衆
山
を
歴へ

て
日
び
遠

ざ
か
る
。
江
河
を
觀
れ
ば
之
れ
紆
曲
し
、
四
海
に
離か

か

り
て
は
之

れ
霑
濡
す
。
北
極
に
攀
じ
て
一
た
び
息い

こ

い
、
沆
瀣
（
淸
和
の

氣
）
を
吸
い
て
以
て
虚
を
充
た
す
。

年
老
い
て
返
ら
な
い
時
閒
を
惜
し
み
、
主
人
公
は
蒼
天
へ
高
く
擧
が

り
遊
行
を
始
め
る
。「
吸
沆
瀣
以
充
虚
」
は
『
楚
辭
』
遠
遊
に
も

「
餐
六
氣
而
飮
沆
瀣
兮
、
漱
正
陽
而
含
朝
霞
。（
六
氣
を
餐
ら
い
て
沆

瀣
を
飮
み
、
正
陽
に
漱
ぎ
て
朝
霞
を
含
む
。）」
と
云
い
、
神
仙
術
の
影

響
が
う
か
が
え
る
表
現
で
あ
る
。
續
い
て

　

飛
朱
鳥
使
先
驅
兮
、
駕
太
一
之
象
輿
。
蒼
龍
蚴
虯
於
左
驂
兮
、

白
虎
騁
而
爲
右
騑
。
建
日
月
以
爲
蓋
兮
、
載
玉
女
於
後
車
。
馳

騖
於
杳
冥
之
中
兮
、
休
息
虖
崑
崙
之
墟
。
樂
窮
極
而
不
厭
兮
、

願
從
容
虖
神
明
。
渉
丹
水
而
駝
騁
兮
、
右
大
夏
之
遺
風
。

　

朱
鳥
を
飛
ば
し
て
先
驅
せ
し
め
、
太
一
の
象
輿
を
駕
す
。
蒼

龍
は
蚴
虯
と
し
て
左
驂
し
、
白
虎
は
騁は

せ
て
右
騑
と
爲
る
。
日

月
を
建
て
て
以
て
蓋や

ね

と
爲
し
、
玉
女
を
後
車
に
載
す
。
杳
冥
の

中
に
馳
騖
し
、
崑
崙
の
墟
に
休
息
す
。
樂
し
み
窮
極
し
て
厭あ

か

ず
、
願
わ
く
は
神
明
に
從
容
た
ら
ん
。
丹
水
を
渉
り
て
駝
騁
し
、

大
夏
の
遺
風
を
右
に
す
。

と
云
い
、
こ
の
後
で
「
や
は
り
故
鄕
が
よ
い
」
と
言
っ
て
遊
仙
を
や

め
、
楚
國
で
佞
臣
が
は
び
こ
る
さ
ま
を
嘆
く
。
主
人
公
は
太
一
神
を

象
っ
た
輿
に
乘
り
、
朱
鳥
を
先
驅
け
に
し
、
蒼
龍
や
白
虎
を
從
え
て

玉
女
を
載
せ
る
な
ど
、
幻
想
的
な
遊
行
の
雰
圍
氣
は
『
楚
辭
』
離
騷

や
九
章
よ
り
も
一
層
華
や
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
崑
崙
そ
の
も
の
の

情
景
に
無
關
心
で
あ
る
の
は
離
騷
や
九
章
と
同
樣
で
あ
る
。

　

ま
た
嚴
忌
「
哀
時
命
」
は

　

願
至
崑
崙
之
懸
圃
兮
、
采
鍾
山
之
玉
英
。
擥
瑤
木
之
橝
枝
兮
、

望
閬
風
之
板
桐
。
弱
水
汩
其
爲
難
兮
、
路
中
斷
而
不
通
。
勢
不

能
凌
波
以
徑
度
兮
、
又
無
羽
翼
而
高
翔
。

　

願
わ
く
は
崑
崙
の
懸
圃
に
至
り
、
鍾
山
の
玉
英
を
采
ら
ん
。

瑤
木
の
橝
枝
を
擥と

り
、
閬
風
の
板
桐
を
望
む
。
弱
水
は
汩
と
し

て
其
れ
難な

や

み
を
爲
し
、
路
は
中
斷
し
て
通
ぜ
ず
。
勢
は
波
を
凌

ぎ
て
以
て
徑
ち
に
度わ

た

る
能
わ
ず
、
又
た
羽
翼
に
し
て
高
翔
す
る

無
し
。
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と
云
い
、
仕
官
の
道
を
小
人
に
ふ
さ
が
れ
て
い
る
こ
と
を
憂
え
て
遊

仙
を
願
う
が
、
そ
れ
も
叶
わ
ず
進
退
窮
ま
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
懸
圃
・
玉
英
・
瑤
木
と
い
っ
た
崑
崙
の
靈
妙
な
風
物
が
描

か
れ
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
困
難
な
道
中
も
描
か
れ
る
が
、
崑
崙
自

體
の
山
容
に
は
や
は
り
無
關
心
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
『
楚
辭
』
後
期
作
品
の
崑
崙
へ
の
遊
行
は
、
悲
哀
を
伴

う
も
の
で
あ
っ
て
、
天
地
の
果
て
ま
で
遊
行
し
て
も
決
し
て
願
望
は

滿
た
さ
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
や
は
り
漢
代
初

期
の
作
と
す
る
説
が
有
力
な
『
楚
辭
』
遠
遊
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
繼

ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
崑
崙
も
ま
た
背
後
に
あ
る
神
話
的
異
景

を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
地
名
ア
イ
テ
ム
と
し
て
の
み
登
場
し
、
崑
崙

自
體
の
山
容
は
記
さ
れ
な
い
。

　

『
楚
辭
』
後
期
作
品
以
外
で
も
、
司
馬
相
如
「
大
人
賦
」
は
大
人

（
眞
仙
）
が
崑
崙
へ
遠
遊
し
て
西
王
母
と
會
見
す
る
物
語
を
描
い
て

い
る
。

　

歴
唐
堯
於
崇
山
兮
、
過
虞
舜
於
九
疑
。
紛
湛
湛
其
差
錯
兮
、

雜
遝
膠
輵
以
方
馳
。
…
…
徧
覽
八
紘
而
觀
四
海
兮
、
朅
度
九
江

越
五
河
。
經
營
炎
火
而
浮
弱
水
兮
、
杭
絶
浮
渚
涉
流
沙
。
奄
息

蔥
極
氾
濫
水
娭
兮
、
使
靈
媧
鼓
琴
而
舞
馮
夷
。
時
若
曖
曖
將
混

濁
兮
、
召
屏
翳
誅
風
伯
刑
雨
師
。
西
望
崑
崙
之
軋
沕
荒
忽
兮
、

直
徑
馳
乎
三
危
。
排
閶
闔
而
入
帝
宮
兮
、
載
玉
女
而
與
之
歸
。

登
閬
風
而
遙
集
兮
、
亢
鳥
騰
而
壹
止
。
低
徊
陰
山
翔
以
紆
曲
兮
、

吾
乃
今
日
覩
西
王
母
。
暠
然
白
首
戴
勝
而
穴
處
兮
、
亦
幸
有
三

足
烏
爲
之
使
。
必
長
生
若
此
而
不
死
兮
、
雖
濟
萬
世
不
足
以
喜
。

…
…

　

唐
堯
を
崇
山
に
歴
て
、
虞
舜
を
九
疑
に
過よ

ぎ

る
。
紛
と
し
て
湛

湛
と
し
て
其
れ
差し

錯さ
く

た
り
、
雜
遝
膠
輵
（
重
な
り
入
り
交
じ
る
さ

ま
）
し
て
以
っ
て
方
に
馳
す
。
…
…
徧あ
ま
ね

く
八
紘
を
覽
て
四
海

を
觀
、
朅
り
て
九
江
を
度わ

た

り
五
河
を
越
ゆ
。
炎
火
を
經
營
し
て

弱
水
に
浮
き
、
浮
渚
を
杭ふ

ね

も
て
絶わ
た

り
流
沙
を
渉
る
。
蔥
極
に
奄

息
し
て
水
娭
に
氾
濫
し
、
靈
媧
を
し
て
琴
を
鼓
せ
し
め
馮
夷
を

舞
わ
し
む
。
時
に
曖
曖
と
し
て
将ま

さ

に
混
濁
せ
ん
と
す
る
が
若ご
と

く
、

屏
翳
を
召
し
て
風
伯
を
誅
し
雨
師
を
刑
す
。
西
に
崑
崙
の
軋
沕

荒
忽
た
る
を
望
み
、
直た

徑だ

ち
に
三
危
に
馳
す
。
閶
闔
を
排
し
て

帝
宮
に
入
り
、
玉
女
を
載
せ
て
之
と
與
に
歸
る
。
閬
風
に
登
り

て
遙
か
に
集
ま
り
、
亢た

か

く
鳥
の
騰
り
て
壹ひ
と

た
び
止
ま
る
。
陰
山

㉖
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を
低
徊
し
て
翔
け
て
以
っ
て
紆
曲
し
、
吾 

乃
ち
今
日
西
王
母

を
覩
る
。
暠
然
と
し
て
白
首
に
勝
を
戴
き
て
穴
處
し
、
亦
た
幸

い
に
三
足
の
烏
有
り
て
之
が
爲
に
使
い
す
。
必
ず
長
生
す
る
こ

と
此か

く
の
若
く
し
て
死
せ
ざ
れ
ば
、
萬
世
を
濟
る
と
雖
も
以
っ

て
喜
ぶ
に
足
ら
ず
。
…
…

大
人
は
堯
が
葬
ら
れ
た
崇
山
や
、
舜
が
葬
ら
れ
た
九
嶷
山
（
蒼
梧
山
）、

弱
水
や
流
沙
、
崑
崙
、
三
危
等
『
山
海
經
』
に
見
え
る
神
話
世
界
を

周
流
す
る
。
こ
こ
で
の
崑
崙
も
そ
れ
自
體
は
「
軋
沕
荒
忽
（
遠
く
遙

か
に
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
）」
と
云
う
だ
け
で
、
そ
の
背
後
の
物
語

を
想
起
さ
せ
る
地
名
と
し
て
の
役
割
を
擔
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
道
中
も
邊
遠
の
地
名
を
擧
げ
る
だ
け
で
、
そ
の
閒
に
神
々
を

思
う
ま
ま
に
操
る
描
寫
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
遠
さ
と
困
難

さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
そ
し
て
大
人
は
穴
居
し
て
三
足
の
烏
を

侍
ら
せ
る
西
王
母
を
見
て
「
こ
ん
な
有
樣
で
長
生
き
し
て
死
な
な
い

の
な
ら
、
萬
世
を
生
き
た
と
て
喜
べ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
歌
っ
て

お
り
、
遠
遊
し
て
も
幸
福
な
結
末
が
來
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る
。
そ

の
後
大
人
は
地
上
に
戻
る
が
、
果
た
し
て
あ
ら
ゆ
る
歡
樂
が
消
え
失

せ
、
孤
獨
の
淵
に
沈
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。「
悲
哀
を
伴
う
遠
遊
」

の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
大
人
賦
」
で
は
神
仙

の
道
に
の
め
り
込
む
武
帝
に
對
す
る
諷
諫
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　

後
漢
に
至
っ
て
も
、
遊
行
の
行
き
先
と
し
て
の
崑
崙
を
う
た
う
作

品
は
引
き
續
き
作
ら
れ
た
。
張
衡
「
思
玄
賦
」
は
『
楚
辭
』
後
期
作

品
の
流
れ
を
く
む
言
志
の
賦
で
、
扶
桑
や
崑
崙
へ
の
遊
行
が
描
か
れ

る
。　

留
瀛
洲
而
采
芝
兮
、
聊
且
以
乎
長
生
。
馮
歸
雲
而
遐
逝
兮
、

夕
余
宿
乎
扶
桑
。
噏
靑
岑
之
玉
醴
兮
、
餐
沆
瀣
以
爲
糧
。
發
昔

夢
於
木
禾
兮
、
穀
崐
崘
之
高
岡
。

　

瀛
洲
に
留
ま
り
て
芝
を
采
り
、
聊い

さ
さ且
か
以
て
長
生
す
。
歸
雲

に
馮
り
て
遐と

お

く
逝
き
、
夕
に
余
は
扶
桑
に
宿
る
。
靑
岑
の
玉
醴

を
噏の

み
、
沆
瀣
を
餐
ら
い
て
以
て
糧
と
爲
す
。
昔
夢
を
木
禾
に

發
し
、
崐
崘
高
岡
に
穀は

え
た
り
。

「
飡
沆
瀣
」
な
ど
「
遠
遊
」「
惜
誓
」
の
表
現
を
借
り
な
が
ら
崑
崙

の
よ
う
な
仙
界
で
養
生
す
る
願
望
を
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
願
望

で
終
わ
り
、
叶
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
の
崑
崙
は
『
楚

辭
』
後
期
作
品
と
同
樣
の
「
願
望
の
滿
た
さ
れ
な
い
理
想
鄕
」
で
あ

㉘
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り
、
そ
の
情
景
を
描
く
こ
と
に
は
無
關
心
で
あ
る
の
も
同
じ
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
末
尾
で
は

　

苟
中
情
之
端
直
兮
、
莫
吾
知
而
不
恧
。
墨
無
爲
以
凝
志
兮
、

與
仁
義
乎
消
搖
。
不
出
戸
而
知
天
下
兮
、
何
必
歴
遠
以
劬
勞
。

　

苟も

し
中
情
の
端
直
な
れ
ば
、
吾
を
知
る
も
の
莫
く
と
も
恧は

じ

ず
。
墨
（
默
）
し
て
無
爲
に
し
て
以
て
凝
志
し
、
仁
義
と
消
搖

（
逍
遙
）
せ
ん
。
戸
を
出
で
ず
し
て
天
下
を
知
れ
ば
、
何
ぞ
必

ず
し
も
遠
き
を
歴
て
以
て
劬
勞
せ
ん
。

と
、
無
爲
の
道
に
勉
め
て
心
を
凝
ら
し
、「
戸
を
出
で
ず
し
て
天
下

を
知
」
る
境
地
に
至
れ
ば
遠
遊
な
ど
必
要
な
い
と
ま
で
云
う
。
遠
遊

を
描
き
な
が
ら
そ
れ
を
自
己
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
悲
哀
を
伴
う

遊
行
の
行
き
先
と
し
て
の
崑
崙
の
展
開
に
は
一
旦
終
止
符
が
打
た
れ

た
の
で
あ
る
。（

二
）
天
子
を
祝
頌
す
る
神
山

　

一
方
、
武
帝
以
後
の
辭
賦
に
は
「
願
望
の
滿
た
さ
れ
な
い
理
想

鄕
」
か
ら
變
容
し
た
崑
崙
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

武
帝
が
採
っ
た
對
外
擴
張
政
策
に
よ
っ
て
漢
の
版
圖
が
廣
が
る
と
、

そ
れ
ま
で
傳
説
や
古
書
の
記
述
か
ら
の
想
像
の
上
で
し
か
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
邊
遠
の
地
域
が
現
實
の
も
の
と
な
っ
て
い
き
、
武
帝
自

ら
も
新
た
な
版
圖
と
な
っ
た
土
地
に
神
話
的
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
地
名

を
當
て
て
、
そ
れ
を
現
實
化
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
南
越
を
滅
ぼ

し
た
後
の
地
に
蒼
梧
郡
と
名
付
け
た
の
も
そ
の
一
例
で
、
蒼
梧
は
も

と
も
と
楚
の
國
の
南
端
に
あ
る
山
の
名
で
、
舜
が
葬
ら
れ
た
所
と
し

て
『
楚
辭
』
や
『
山
海
經
』
な
ど
に
見
え
て
い
る
。

　

崑
崙
に
つ
い
て
も
、
西
域
へ
派
遣
し
た
使
者
の
報
告
し
た
河
源
の

山
に
古
書
を
參
考
に
し
て
崑
崙
と
名
付
け
た
こ
と
が
『
史
記
』
大
宛

列
傳
に
記
さ
れ
る
。

　

漢
使
窮
河
源
、
河
源
出
于
窴
、
其
山
多
玉
石
、
采
來
。
天
子

案
古
圖
書
、
名
河
所
出
山
曰
崑
崙
云
。

　

漢
使 

河
源
を
窮
む
る
に
、
河
源
は
于
窴
に
出
で
、
其
の
山

は
玉
石
多
く
、
采
り
來
た
る
。
天
子 

古
え
の
圖
書
を
案
じ
、

河
の
出
ず
る
所
の
山
に
名
づ
け
て
曰
く
崑
崙
と
云
う
。

大
宛
列
傳
に
は
ま
た
張
騫
が
安
息
國
の
長
老
か
ら
「
西
に
數
千
里
の

條
枝
國
に
は
弱
水
や
西
王
母
が
あ
る
と
い
う
が
、
見
た
こ
と
は
な

い
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
。
崑
崙
に
附
隨
す
る
こ

㉚
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れ
ら
の
傳
説
的
地
名
や
人
名
は
、
確
認
は
取
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

安
息
國
の
長
老
も
聞
き
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
實
在
の
可
能
性

は
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　

か
く
し
て
想
像
の
彼
方
に
あ
っ
た
崑
崙
や
そ
の
周
邊
が
、
天
子
の

手
の
屆
く
範
圍
に
ま
で
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
後
の
文
學
作
品

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。『
楚
辭
』
後
期
作
品
で
は
俗
世

を
離
れ
て
遊
行
す
る
場
所
で
あ
っ
た
崑
崙
が
、
天
子
の
宮
殿
や
狩
場

を
ほ
め
る
辭
賦
作
品
に
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

前
漢
末
の
揚
雄
は
自
ら
の
賦
に
崑
崙
を
よ
く
登
場
さ
せ
て
い
る
。

成
帝
の
奢
侈
を
諷
諫
し
た
賦
の
一
つ
「
甘
泉
賦
」
は
、
成
帝
が
復
活

さ
せ
た
甘
泉
宮
で
の
祭
祀
に
隨
行
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
甘
泉
宮
の

壯
麗
さ
を
神
話
世
界
の
地
名
や
人
名
な
ど
を
ち
り
ば
め
な
が
ら
歌
う
。

天
子
を
「
諷
」
し
た
作
品
で
は
あ
る
が
、
諷
諫
の
言
葉
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。

　

於
是
大
夏
雲
譎
波
詭
、
摧
嗺
而
成
觀
。
…
…
翠
玉
樹
之
靑
葱

兮
、
壁
馬
犀
之
瞵
㻞
。
金
人
仡
仡
其
承
鍾
虡
兮
、
嵌
巌
巌
其
龍

鱗
。
揚
光
曜
之
燎
燭
兮
、
垂
景
炎
之
炘
炘
。
配
帝
居
之
縣
圃
兮
、

象
泰
壹
之
威
神
。
…
…
歴
倒
景
而
絶
飛
梁
兮
、
浮
蔑
蠓
而
撇
天
。

左
欃
槍
右
玄
冥
兮
、
前
熛
闕
後
應
門
。
陰
西
海
與
幽
都
兮
、
涌

醴
汩
以
生
川
。
蛟
龍
連
蜷
於
東
厓
兮
、
白
虎
敦
圉
虖
崑
崙
。

　

…
…
風
傱
傱
而
扶
轄
兮
、
鸞
鳳
紛
其
御
蕤
。
梁
弱
水
之
濎
濙

兮
、
躡
不
周
之
逶
蛇
。
想
西
王
母
欣
然
而
上
壽
兮
、
屏
玉
女
而

却
宓
妃
。
玉
女
無
所
眺
其
淸
盧
兮
、
虙
妃
曾
不
得
施
其
蛾
眉
。

　

是
に
於
い
て
大
夏
（
廈
）
は
雲
の
ご
と
く
譎あ
や

し
く
波
の
ご
と

く
詭あ

や

し
く
、
摧
嗺
と
し
て
（
高
々
と
）
觀
を
成
す
。
…
…
玉
樹

の
靑
葱
た
る
を
翠
に
し
、
馬
犀
の
瞵
㻞
た
る
（
ま
だ
ら
に
輝

く
）
を
壁
に
す
。
金
人
は
仡
仡
と
し
て
（
勇
ま
し
く
）
其
れ
鍾

虡
を
承
け
、
嵌か

さ

な
る
こ
と
巌
巌
と
し
て
其
れ
龍
鱗
の
ご
と
し
。

光
曜
の
燎
燭
を
揚
げ
、
景
炎
の
炘
炘
た
る
を
垂
る
（
勢
い
よ
く

吹
き
出
す
）。
帝
居
の
縣
圃
に
配
し
、
泰
壹
の
威
神
に
象
る
。

…
…
倒
景
を
歴へ

て
飛
梁
を
絶
ち
、
蔑
蠓
（
ち
り
）
を
浮
か
べ
て

天
を
撇は

ら

う
。
欃
槍
（
星
の
名
）
を
左
に
し
玄
冥
（
北
方
の
水
神
）

を
右
に
し
、
熛
闕
（
赤
い
城
門
）
を
前
に
し
應
門
を
後
に
す
。

西
海
と
幽
都
を
陰
に
し
、
涌
醴
は
汩
と
し
て
以
て
川
を
生
ず
。

蛟
龍
は
東
厓
に
連
蜷
と
し
て
（
と
ぐ
ろ
を
卷
き
）、
白
虎
は
崑
崙

に
敦
圉
す
（
ほ
え
る
）。

㉞
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…
…
風
は
傱
傱
（
前
進
す
る
さ
ま
）
と
し
て
轄
を
扶た
す

け
、
鸞

鳳
は
紛
と
し
て
其
れ
蕤
（
車
内
の
紐
）
を
御
す
。
弱
水
の
濎
濙

た
る
（
流
れ
の
小
さ
い
さ
ま
）
を
梁わ
た

り
、
不
周
の
逶
蛇
た
る
（
曲

が
り
く
ね
っ
た
さ
ま
）
を
躡ふ

む
。
西
王
母
を
想
い
欣
然
と
し
て
壽

を
上

た
て
ま
つ

り
、
玉
女
を
屏さ
え
ぎ

り
宓
妃
を
却
く
。
玉
女
も
其
の
淸
盧

を
眺
む
る
所
無
く
、
虙
（
宓
）
妃
も
曾す
な
わ

ち
其
の
蛾
眉
を
施
す

を
得
ず
。

甘
泉
宮
と
い
う
現
實
の
場
所
に
、
崑
崙
山
を
始
め
『
楚
辭
』
や
『
山

海
經
』
に
見
え
る
不
周
の
山
や
西
海
・
幽
都
な
ど
遠
方
の
神
話
的
な

場
所
が
立
ち
現
れ
、
さ
ら
に
西
王
母
や
玉
女
・
宓
妃
も
現
わ
れ
、
物

理
的
な
空
閒
を
あ
っ
さ
り
超
越
し
た
世
界
が
現
出
す
る
。『
穆
天
子

傳
』
で
の
周
の
穆
王
は
自
ら
が
西
王
母
の
住
む
土
地
へ
出
か
け
て
い

っ
た
の
で
あ
る
が
、
武
帝
は
神
話
世
界
の
地
名
を
現
實
化
し
て
い
っ

た
結
果
、
の
ち
に
『
漢
武
故
事
』『
漢
武
帝
内
傳
』
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
、
穆
王
と
は
逆
に
西
王
母
が
自
ら
を
訪
ね
て
く
る
傳
説
を
生
む

ま
で
に
至
っ
た
。
か
く
て
武
帝
本
人
は
も
と
よ
り
以
後
の
漢
帝
も
、

自
ら
神
話
的
な
土
地
に
出
か
け
る
の
で
は
な
く
、
神
話
的
世
界
を
手

元
に
引
き
寄
せ
て
し
ま
う
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
歴
史
上
の
人
物
が
君
主
の
娯
樂
の
場
に
立
ち
現
れ
る
こ

と
自
体
は
枚
乘
「
七
發
」（『
文
選
』
卷
三
十
四
）
に
既
に
例
が
あ
り
、

た
と
え
ば
遊
宴
の
場
面
は

　

連
廊
四
注
、
臺
城
層
構
、
紛
紜
玄
綠
。
輦
道
邪
交
、
黃
池
紆

曲
。
溷
章
白
鷺
、
孔
鳥
鶤
鵠
、
鵷
鶵
鵁
鶄
、
翠
鬣
紫
纓
。
螭
龍

德
牧
、
邕
邕
群
鳴
。
陽
魚
騰
躍
、
奮
翼
振
鱗
。
…
…
列
坐
縱
酒
、

蕩
樂
娯
心
。
景
春
佐
酒
、
杜
連
理
音
。
滋
味
雜
陳
、
肴
糅
錯
該
。

練
色
娯
目
、
流
聲
悅
耳
。
於
是
乃
發
激
楚
之
結
風
、
揚
鄭
衞
之

皓
樂
。
使
先
施
徵
舒
陽
文
段
干
呉
娃
閭
娵
傅
豫
之
徒
、
雜
裾
垂

髾
、
目
窕
心
與
、
揄
流
波
、
雜
杜
若
、
蒙
淸
塵
、
被
蘭
澤
、
嬿

服
而
御
。

　

連
廊
は
四
も
に
注つ

ら

な
り
、
臺
城
は
層か
さ

ね
構
え
、
紛
紜
と
し
て

玄く
ろ

く
綠
な
り
。
輦
道
は
邪な
な

め
に
交
わ
り
、
黄
池
は
紆
曲
す
。
溷

章
・
白
鷺
、
孔
鳥
・
鶤
・
鵠
、
鵷
鶵
・
鵁
鶄
と
、
翠
鬣
紫
纓
あ

り
。
螭
龍
・
德
牧
は
、
邕
邕
と
し
て
群
鳴
す
。
陽
魚
は
騰
り
躍

り
、
翼ひ

れ

を
奮
い
鱗
を
振
う
。
…
…
列
坐
し
て
酒
を
縦
ほ
し
い
ま

ま
に
し
、

樂
し
み
を
蕩と

ろ

か
し
心
を
娯
し
ま
す
。
景
春
は
酒
を
佐
け
、
杜
連

は
音
を
理
す
。
滋
味
は
雜
り
陳
な
り
、
肴
糅
は
錯ま

じ

わ
り
該そ
な

わ
る
。

㉟
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練
色
は
目
を
娯
し
ま
せ
、
流
聲
は
耳
を
悅
ば
す
。
是
に
於
い
て

乃
ち
激
楚
の
結
風
を
發
し
、
鄭
衞
の
皓
樂
を
揚
ぐ
。
先
施
・
徴

舒
・
陽
文
・
段
干
・
呉
娃
・
閭
娵
・
傅
豫
の
徒
を
し
て
、
裾
を

雜
え
髾か
み

を
垂
ら
し
め
、
目
は
窕い
ど

み
心
は
與
え
し
む
。
流
波
を
揄ひ

き
、
杜
若
を
雜
え
、
淸
塵
を
蒙
り
、
蘭
澤
を
被
り
、
嬿
服
し
て

御
す
。

と
描
か
れ
る
。『
孟
子
』
縢
文
公
下
に
見
え
る
縱
橫
家
・
景
春
さ
な

が
ら
口
達
者
な
者
が
宴
を
盛
り
上
げ
、
古
え
の
琴
の
名
人
・
杜
連

（『
韓
非
子
』
外
儲
説
右
下
に
見
え
る
田
連
か
）
の
よ
う
な
樂
人
が
音
樂

を
奏
で
、
先
施
（
西
施
）
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
の
美
女
も
か
く
や

と
思
わ
れ
る
倡
女
た
ち
が
流
し
目
で
誘
惑
し
て
く
る
と
い
っ
た
描
寫

も
あ
り
、
さ
ら
に
鵷
鶵
（
鳳
凰
の
一
種
）
や
螭
龍
の
よ
う
な
想
像
上

の
瑞
鳥
や
瑞
獸
も
見
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
七
發
」
は
呉
客
が
楚
の

太
子
の
病
氣
を
治
す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
快
樂
を
語
っ
て
聞
か
せ
る

内
容
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
虚
構
に
よ
る
誇
張
が
あ
っ
て
も
何
ら
不

思
議
は
な
い
。

　

司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」
に
な
る
と
楚
の
子
虚
の
口
を
借
り
て
楚
王

の
狩
獵
の
壯
大
さ
が
描
か
れ
る
。
い
ま
そ
の
一
節
を
挙
げ
る
と
、

　

於
是
乎
乃
使
剸
諸
之
倫
、
手
格
此
獸
。
楚
王
乃
駕
馴
駮
之
駟
、

乘
彫
玉
之
輿
、
靡
魚
須
之
橈
旃
、
曳
明
月
之
珠
旗
、
建
干
將
之

雄
戟
、
左
烏
號
之
彫
弓
、
右
夏
服
之
勁
箭
。
陽
子
驂
乘
、
孅
阿

爲
御
。
案
節
未
舒
、
即
陵
狡
獸
。
蹴
蛩
蛩
、
轔
距
虛
、
軼
野
馬
、

轉繐
騊
駼
、
乘
遺
風
、
射
遊
騏
。
儵
胂
倩
浰
、
雷
動
焱
至
、
星
流

電
撃
、
弓
不
虚
發
、
中
必
決
眥
、
洞
胸
達
掖
、
絶
乎
心
繫
、
獲

若
雨
獸
、
揜
屮
蔽
地
。

　

是
に
於
て
か
乃
ち
剸
諸
の
倫

と
も
が
ら

を
し
て
、
手
も
て
此
の
獸
を

格う

た
し
む
。
楚
王 

乃
ち
馴
駮
の
駟
を
駕
し
、
彫
玉
の
輿
に
乘

り
、
魚
須
の
橈
旃
を
靡
か
せ
、
明
月
の
珠
旗
を
曳
き
、
干
將
の

雄
戟
を
建
て
、
烏
號
の
彫
弓
を
左
に
し
、
夏
服
の
勁
箭
を
右
に

す
。
陽
子 

驂
乘
し
、
孅
阿 

御
と
爲
る
。
節
を
案
じ
て
（
馬
の

歩
み
を
抑
え
）
未
だ
舒
べ
ざ
る
に
、
即
ち
狡
獸
を
陵し
の

ぐ
。
蛩
蛩

を
蹴ふ

み
、
距
虛
を
轔ふ

み
、
野
馬
を
軼す

ぎ
、
騊
駼
を
す轉繐
り
、
遺
風

（
千
里
の
馬
）
に
乘
り
、
遊
騏
を
射
る
。
儵
胂
倩
浰
（
速
い
さ

ま
）、
雷
の
ご
と
く
動
き
焱
の
ご
と
く
至
り
、
星
の
ご
と
く
流

れ
電
の
ご
と
く
撃
ち
、
弓
は
虚
し
く
は
發
せ
ず
、
中
れ
ば
必
ず

眥
を
決え

ぐ

り
、
胸
を
洞と
お

し
掖
を
達と
お

し
、
心
繫
（
心
臟
の
脈
）
を
絶
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詩
語
「
崑
崙
」
の
誕
生
（
大
野
）

ち
、
獲え
も
の

は
獸
を
雨ふ

ら
す
が
若
く
、
屮
（
草
）
を
揜お
お

い
地
を
蔽

う
。

と
、『
史
記
』
刺
客
列
傳
に
見
え
る
呉
王
僚
を
暗
殺
し
た
刺
客
の
專

（
剸
）
諸
や
、
傳
説
の
刀
匠
・
干
將
の
名
劍
、
陽
子
（『
史
記
索
隱
』

引
張
輯
注
に
伯
樂
と
い
う
）
や
孅
阿
（
郭
璞
は
「
古
之
善
御
者
」
と
い
い
、

『
史
記
集
解
』
引
『
漢
書
音
義
』
に
は
月
の
御
者
と
い
う
）
と
い
っ
た
神

話
傳
説
や
歴
史
上
の
人
物
、
ま
た
駮
や
蛩
蛩
、
騊
駼
な
ど
『
山
海

經
』
に
見
え
る
想
像
上
の
動
物
が
狩
場
に
立
ち
現
れ
、
時
空
を
超
え

た
神
話
的
世
界
が
現
出
す
る
。
し
か
し
こ
れ
に
答
え
た
齊
の
烏
有
先

生
の
言
葉
は

　

且
齊
東
陼
鉅
海
、
南
有
琅
邪
、
觀
乎
成
山
、
射
乎
之
罘
、
浮

勃
澥
、
游
孟
諸
、
邪
與
肅
愼
爲
隣
、
右
以
湯
谷
爲
界
。
秋
田
乎

靑
丘
、
仿
偟
乎
海
外
、
吞
若
雲
夢
者
八
九
、
其
於
匈
中
曾
不
蔕

芥
。
若
乃
俶
儻
瑰
瑋
、
異
方
殊
類
、
珍
怪
鳥
獸
、
萬
端
鱗
崒
、

充
仞
其
中
者
、
不
可
勝
記
、
禹
不
能
名
、
禼
不
能
計
。

　

且
つ
齊
の
東
は
鉅お

お

い
な
る
海
を
陼し
き
り

と
し
、
南
に
琅
邪
を
有た
も

ち
、
成
山
に
觀
し
（
樓
臺
を
建
て
）、
之
罘
に
射
、
勃
澥
（
渤

海
）
に
浮
か
び
、
孟
諸
（
宋
の
沼
澤
の
名
）
に
游
び
、
邪な
な

め
に
肅

愼
と
隣
と
爲
り
、
右
は
湯
谷
を
以
て
界
と
爲
す
。
秋
は
靑
丘
に

田か
り

し
、
海
外
に
仿
偟
し
、
雲
夢
の
若
き
者
八
九
を
吞
め
ど
も
、

其
の
匈
中
に
於
て
曾
ち
蔕
芥
（
と
げ
）
と
も
せ
ず
。
若
し
乃
ち

俶
儻
瑰
瑋
（
珍
し
い
さ
ま
）
と
し
て
、
方
を
異
に
し
類
を
殊
に

し
、
珍
怪
鳥
獸
、
萬
端
に
し
て
鱗
の
ご
と
く
崒あ

つ

ま
り
、
其
の
中

に
充
仞
せ
る
者
は
、
勝
げ
て
記
す
べ
か
ら
ず
、
禹
も
名
づ
く
る

能
わ
ず
、
禼せ
つ

（
契
）
も
計か
ぞ

う
る
能
わ
ず
。　

と
い
う
も
の
で
、
日
の
昇
る
場
所
で
あ
る
湯
谷
な
ど
神
話
上
の
地
名

も
わ
ず
か
に
見
え
る
も
の
の
、
殆
ど
琅
邪
・
成
山
・
之
罘
な
ど
齊
の

現
實
の
地
名
で
そ
の
廣
さ
を
示
し
、
珍
し
い
鳥
獸
の
多
さ
も
い
ち
い

ち
列
擧
せ
ず
「
禹
で
も
名
づ
け
き
れ
ず
殷
祖
契
で
も
數
え
切
れ
な

い
」
と
云
う
だ
け
で
、
子
虚
の
長
廣
舌
と
は
對
照
的
で
あ
る
。
司
馬

相
如
は
恐
ら
く
楚
地
の
珍
し
い
神
話
傳
説
に
彩
ら
れ
た
異
國
情
緖
を

釀
し
出
す
た
め
に
敢
え
て
子
虚
の
言
葉
に
こ
の
よ
う
な
誇
張
を
施
し

た
の
で
あ
っ
て
、
當
時
は
『
楚
辭
』
が
中
原
に
傳
え
ら
れ
、
都
の
長

安
で
楚
に
對
す
る
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
そ
の

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
「
子
虚
賦
」
が
武
帝
の
目
に
止
ま
り
、
司
馬
相
如
は
武

㊲
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帝
に
召
し
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
相
如
は
「
こ
れ
は
諸
侯
の
こ
と
を
歌

っ
た
も
の
で
、
ま
だ
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
の
で
、
天
子
遊
獵
の
賦

を
作
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
言
い
、
續
篇
「
上
林
賦
」
を
作
っ
た
。

「
上
林
賦
」
で
の
漢
帝
の
狩
場
は
珍
し
い
獲
物
が
列
擧
さ
れ
、「
七

發
」
と
同
樣
の
宴
席
の
場
面
も
描
か
れ
る
が
、

　

於
是
乎
遊
戲
懈
怠
、
置
酒
乎
顥
天
之
臺
、
張
樂
乎
膠
葛
之
㝢
。

撞
千
石
之
鐘
、
立
萬
石
之
虡
。
建
翠
華
之
旗
、
樹
靈
鼉
之
鼓
。

奏
陶
唐
氏
之
舞
、
聽
葛
天
氏
之
歌
。
千
人
倡
、
萬
人
和
。
山
陵

爲
之
震
動
、
川
谷
爲
之
蕩
波
。
巴
渝
宋
蔡
、
淮
南
干
遮
、
文
成

顛
歌
、
族
居
遞
奏
、
金
鼓
迭
起
。
鏗
鎗
闛
鞈
、
洞
心
駭
耳
。
荊

呉
鄭
衞
之
聲
、
韶
濩
武
象
之
樂
、
陰
淫
案
衍
之
音
、
鄢
郢
繽
紛
、

激
楚
結
風
。
俳
優
侏
儒
、
狄
鞮
之
倡
、
所
以
娯
耳
目
樂
心
意
者
、

麗
靡
爛
漫
於
前
、
靡
曼
美
色
於
後
。
若
夫
靑
琴
虙
妃
之
徒
、
絶

殊
離
俗
、
妖
冶
閑
都
。
靚
荘
刻
飾
、
便
嬛
繛
約
、
柔
橈
嫚
嫚
、

嫵
媚
孅
弱
、
曳
獨
繭
之
褕
袣
、
眇
閻
易
以
恤
削
。
…
…
芬
芳
漚

鬱
、
酷
烈
淑
郁
。
皓
齒
粲
爛
、
宜
笑
的
皪
。
長
眉
連
娟
、
微
睇

緜
藐
。
色
授
魂
予
、
心
愉
於
側
。

　

是
に
於
て
か
遊
戲
し
て
懈
怠
し
、
酒
を
顥
天
の
臺
に
置
き
、

樂
を
膠
葛
の
㝢
（
宇
）
に
張
る
。
千
石
の
鐘
を
撞
き
、
萬
石
の

虡
を
立
つ
。
翠
華
の
旗
を
建
て
、
靈
鼉
の
鼓
を
樹
つ
。
陶
唐
氏

の
舞
を
奏
し
、
葛
天
氏
の
歌
を
聽
く
。
千
人
倡う

た

い
、
萬
人
和
す
。

山
陵 

之
が
爲
に
震
動
し
、
川
谷 

之
が
爲
に
波
を
蕩
か
す
。
巴

渝
宋
蔡
、
淮
南
の
干
遮
（
曲
名
か
）、
文
成
（
西
遼
郡
）
顛
歌

（
益
州
郡
滇
池
縣
）
あ
り
、
族あ
つ

ま
り
居
て
遞た
が

い
に
奏
し
、
金

鼓 

迭た
が

い
に
起
こ
る
。
鏗
鎗
闛
鞈
と
し
て
、
心
を
洞と
お

し
耳
を
駭お
ど
ろ

か
す
。
荊
呉
鄭
衞
の
聲
、
韶
濩
武
象
の
樂
、
陰
淫
案
衍
（
流
れ

る
さ
ま
）
の
音
、
鄢
郢
は
繽
紛
と
し
、
激
楚
結
風
あ
り
。
俳
優

侏
儒
、
狄
鞮
の
倡
、
耳
目
を
娯
し
ま
せ
心
意
を
樂
し
ま
す
所
以

の
者
は
、
前
に
麗
靡
爛
漫
と
し
て
、
後
ろ
に
靡
曼
た
る
美
色
あ

り
。
夫か

の
靑
琴
虙
妃
の
徒
の
若
き
は
、
絶
殊
に
し
て
俗
を
離
れ
、

妖
冶
閑
都
た
り
。
靚
荘
（
化
粧
が
美
し
い
）
刻
飾
（
髮
が
整
っ
て

い
る
）、
便
嬛
繛
（
綽
）
約
（
身
動
き
が
し
な
や
か
）、
柔
橈
嫚
嫚

（
體
が
細
く
柔
ら
か
い
）、
嫵
媚
孅
弱
（
可
愛
く
ほ
っ
そ
り
し
て
い

る
）
と
し
て
、
獨
繭
の
褕
袣
（
長
く
垂
れ
た
袖
）
を
曳
き
、
眇
と

し
て
閻
易
（
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
）
と
し
て
以
て
恤
削
た
り
（
衣

が
形
良
い
）。
…
…
芬
芳
は
漚
鬱
と
し
て
、
酷
烈
淑
郁
た
り
。
皓

㊴
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齒
は
粲
爛
と
し
て
、
宜
笑
的
皪
た
り
（
美
し
く
笑
う
さ
ま
）。
長

眉
は
連
娟
と
し
て
、
微
睇
は
緜
藐
た
り
。
色
授
け
て
魂
予あ

た

え
、

心
は
側
ら
に
愉
し
む
。

古
代
の
傳
説
の
歌
や
舞
、
四
方
の
民
族
の
歌
、
古
代
の
美
女
が
、

「
七
發
」
よ
り
も
誇
張
さ
れ
て
現
れ
る
。
武
帝
は
も
と
も
と
楚
地
の

も
の
で
あ
っ
た
神
話
世
界
を
現
實
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
、
司
馬
相

如
の
手
を
借
り
て
自
ら
の
手
元
に
引
き
寄
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
相
如
は
こ
れ
ら
の
賦
の
登
場
人
物
を
「
子
虚う

そ

」「
烏
い
ず
く
ん
ぞ

有あ
ら
ん

先
生
」「
亡こ
れ

是な
し

公
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る

よ
う
な
名
に
し
て
い
る
。
現
實
で
は
な
い
と
断
っ
た
上
で
、
遠
慮
な

く
時
空
を
超
越
し
た
世
界
を
生
み
だ
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
武
帝
に

そ
れ
は
通
じ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
相
如
は
神
仙
術
に
の
め
り

込
む
武
帝
を
「
大
人
賦
」
で
諷
諫
し
た
が
、
そ
こ
で
の
崑
崙
は
既
述

の
如
く
從
前
通
り
の
「
悲
哀
の
理
想
鄕
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
甘

泉
賦
」
に
至
っ
て
、
つ
い
に
漢
の
皇
帝
の
空
閒
で
あ
る
甘
泉
宮
そ
の

も
の
ま
で
が
、
も
は
や
現
實
も
虚
構
も
曖
昧
模
糊
と
な
っ
て
、
崑
崙

に
ま
で
至
る
廣
大
な
神
話
的
空
閒
を
取
り
込
ん
で
し
ま
う
。
揚
雄
賦

に
お
い
て
は
、
賦
を
語
る
側
が
そ
れ
を
虚
構
と
断
る
こ
と
も
な
く
、

成
帝
に
神
話
を
現
實
化
で
き
る
靈
力
を
與
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

「
甘
泉
賦
」
に
續
く
「
羽
獵
賦
」
も
成
帝
の
田
獵
の
贅
澤
さ
を
暗

に
諫
め
た
も
の
で
、
神
話
世
界
と
現
實
が
な
い
交
ぜ
に
な
っ
て
狩
獵

の
さ
ま
が
描
寫
さ
れ
る
。

　

賁
育
之
倫
、
蒙
盾
負
羽
、
杖
鏌
邪
而
羅
者
以
萬
計
。
其
餘
荷

垂
天
之
罼
、
張
竟
壄
之
罘
。
靡
日
月
之
朱
竿
、
曳
彗
星
之
飛
旗
。

靑
雲
爲
紛
、
紅
蜺
爲
繯
。
屬
之
虖
崑
崙
之
虚
。

　

賁
育
の
倫

と
も
が
ら

は
、
盾
を
蒙
り
羽
（
矢
）
を
負
い
、
鏌
邪
（
莫

邪
の
劍
）
を
杖
に
し
て
羅つ
ら

な
る
者
は
萬
を
以
て
計
う
。
其
の
餘

は
垂
天
の
罼
と
り
あ
み

を
荷に
な

い
、
竟
壄
の
罘
（
野
を
包
み
込
む
鹿
網
）
を

張
る
。
日
月
の
朱
竿
を
靡
か
せ
、
彗
星
の
飛
旗
を
曳
く
。
靑
雲

を
紛
（
旗
の
垂
れ
）
と
爲
し
、
紅
蜺
を
繯か
ざ
り

と
爲
す
。
之
を
崑
崙

の
虚
に
屬つ

ら

ぬ
。

こ
こ
で
も
現
實
の
狩
り
の
場
に
、
昔
の
勇
猛
の
士
や
莫
邪
の
名
劍
を

持
っ
た
兵
士
が
入
り
込
み
、
そ
れ
が
崑
崙
山
ま
で
連
な
る
と
い
う
、

時
空
を
超
越
し
た
世
界
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

　

乃
使
文
身
之
技
、
水
格
鱗
蟲
。
凌
堅
氷
、
犯
嚴
淵
、
探
巖
排

碕
、
薄
索
蛟
螭
。
蹈
獱
獺
、
據
黿
鼉
、
抾
靈
蠵
。
入
洞
穴
、
出

㊵
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蒼
梧
。
乘
鉅
鱗
、
騎
京
魚
。
浮
彭
蠡
、
目
有
虞
。
方
椎
夜
光
之

流
離
、
剖
明
月
之
珠
胎
、
鞭
洛
水
之
虙
妃
、
餉
屈
原
與
彭
胥
。

　

乃
ち
文
身
（
入
れ
墨
を
し
た
泳
ぎ
の
名
人
）
の
技
を
し
て
、
水

に
鱗
蟲
を
格う

た
し
む
。
堅
氷
を
凌
ぎ
、
嚴
淵
を
犯
し
、
巖
を
探

り
碕
を
排は

ら

い
、
蛟
螭
を
薄せ

め
索
む
。
獱
獺
を
蹈
み
、
黿
鼉
に
據

り
、
靈
蠵
（
大
龜
）
を
抾と

る
。
洞
穴
に
入
り
、
蒼
梧
に
出
ず
。

鉅
鱗
に
乘
り
、
京
（
鯨
）
魚
に
騎
る
。
彭
蠡
に
浮
か
び
、
有
虞

（
舜
の
墓
所
）
を
目
に
す
。
方
に
夜
光
の
流
離
（
瑠
璃
）
を
椎く
だ

き
、

明
月
の
珠
胎
を
剖
き
、
洛
水
の
虙
妃
を
鞭
う
ち
、
屈
原
と
彭
胥

に
餉
す
。

の
如
く
、
楚
の
南
端
の
蒼
梧
山
ま
で
續
く
洞
穴
を
く
ぐ
り
、
洛
神
宓

妃
を
鞭
打
っ
て
却
け
、
屈
原
と
殷
の
大
夫
で
江
に
流
さ
れ
た
傳
説
の

あ
る
彭
咸
、
ま
た
遺
體
を
長
江
に
捨
て
ら
れ
た
伍
子
胥
に
供
え
物
を

捧
げ
る
と
い
う
『
楚
辭
』
さ
な
が
ら
の
幻
想
的
な
遊
行
も
展
開
す
る
。

揚
雄
は
『
漢
書
』
本
傳
に
「
又
た
屈
原
の
文
の
相
如
に
過
ぐ
る
も
容

れ
ら
れ
ず
、
離
騷
を
作
り
、
自
ら
江
に
投
じ
て
死
す
る
に
至
る
を
怪

し
み
、
そ
の
文
を
悲
し
み
、
こ
れ
を
讀
み
て
未
だ
嘗
て
涕
を
流
さ
ざ

る
は
な
き
な
り
。」
と
云
う
ほ
ど
『
楚
辭
』
に
心
醉
し
て
お
り
、
さ

ら
に
「
反
離
騷
」
を
作
っ
て
こ
れ
を
岷
山
か
ら
長
江
に
投
じ
て
屈
原

を
弔
っ
た
と
い
う
。
そ
の
揚
雄
の
賦
が
『
楚
辭
』
の
發
想
を
借
り
た

こ
と
に
は
何
ら
の
不
思
議
も
な
い
が
、
君
主
に
容
れ
ら
れ
ぬ
不
平
と

憂
國
の
情
を
そ
こ
か
ら
捨
象
し
た
上
で
、
理
想
鄕
を
目
指
す
遊
行
だ

け
を
天
子
を
稱
え
る
場
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
揚
雄
の
新
し
さ
と
い
え

る
。

　

揚
雄
の
も
う
一
つ
の
作
品
「
長
楊
賦
」
で
は
、
漢
の
高
祖
が
天
下

を
統
一
し
た
偉
業
を
称
え
る
の
に
、
東
の
大
海
と
對
に
し
て
西
の
崑

崙
を
國
土
の
果
て
と
し
て
擧
げ
て
い
る
。

　

於
是
上
帝
眷
顧
高
祖
、
高
祖
奉
命
、
順
斗
極
、
運
天
關
。
橫

鉅
海
、
票
昆
侖
。
提
劍
而
叱
之
、
所
麾
城
摲
邑
、
下
將
降
旗
。

一
日
之
戰
、
不
可
殫
記
。

　

是
に
於
い
て
上
帝
は
高
祖
を
眷
顧
し
、
高
祖
は
命
を
奉
じ
、

斗
極
に
順
い
、
天
關
を
運め

ぐ

ら
す
。
鉅
海
を
橫
ぎ
り
、
昆
侖
に

票た
だ
よ

う
。
劍
を
提
げ
て
之
を
叱
し
、
城
を
麾な
び

か
せ
邑
を
摲か

る
所

は
、
將
を
下
し
旗
を
降
ろ
す
。
一
日
の
戰
、
殫

こ
と
ご
と

く
は
記
す
べ

か
ら
ず
。

高
祖
が
天
命
を
奉
じ
、
東
は
巨
大
な
東
海
を
渡
っ
て
、
西
は
崑
崙
の

㊶
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あ
た
り
ま
で
さ
ま
よ
い
、
劍
を
ひ
っ
さ
げ
脅
し
つ
け
、
城
や
町
を
打

ち
破
っ
て
敵
將
を
降
伏
さ
せ
た
と
歌
う
。
現
實
の
高
祖
は
無
論
こ
れ

ほ
ど
廣
範
圍
に
移
動
は
し
て
い
な
い
が
、
天
子
の
勢
力
の
及
ぶ
觀
念

的
な
範
圍
の
端
と
し
て
崑
崙
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　

後
漢
に
至
っ
て
も
班
固
「
西
都
賦
」（『
文
選
』
卷
一
）
に

　

東
郊
則
有
通
溝
大
漕
、
潰
渭
洞
河
。
汎
舟
山
東
、
控
引
淮
湖
、

與
海
通
波
。
西
郊
則
有
上
囿
禁
苑
、
林
麓
藪
澤
、
陂
池
連
乎
蜀

漢
。
繚
以
周
墻
、
四
百
餘
里
。
離
宮
別
館
、
三
十
六
所
。
神
池

靈
沼
、
往
往
而
在
。
其
中
乃
有
九
眞
之
麟
、
大
宛
之
馬
、
黃
支

之
犀
、
條
支
之
鳥
。
踰
崐
崘
、
越
巨
海
、
殊
方
異
類
、
至
于
三

萬
里
。

　

東
郊
は
則
ち
通
溝
大
漕
（
疎
水
と
運
河
）
有
り
、
渭
に
潰と
お

り

河
を
洞つ

ら
ぬ

く
。
舟
を
山
東
に
汎う
か

べ
、
淮
湖
を
控
引
し
、
海
と
波

を
通
ず
。
西
郊
は
則
ち
上
囿
禁
苑
、
林
麓
藪
澤
有
り
、
陂
池
と

し
て
蜀
漢
に
連
な
る
。
繚め

ぐ

ら
す
に
周
墻
を
以
て
す
る
こ
と
、
四

百
餘
里
。
離
宮
別
館
は
、
三
十
六
所
。
神
池
靈
沼
は
、
往
往
に

在
り
。
其
の
中
は
乃
ち
九
眞
の
麟
、
大
宛
の
馬
、
黄
支
の
犀
、

條
支
の
鳥
有
り
。
崐
崘
を
踰
え
、
巨
海
を
越
え
、
殊
方
の
異
類

は
、
三
萬
里
よ
り
至
る
。

と
云
い
、
東
郊
の
運
河
が
東
海
に
ま
で
通
じ
て
い
る
の
と
對
に
し
て
、

西
郊
の
神
池
や
靈
沼
に
い
る
西
域
の
珍
獸
が
崑
崙
を
越
え
て
來
る
と

い
う
表
現
で
、
天
子
の
威
光
の
及
ぶ
範
圍
の
廣
大
さ
を
稱
え
る
。

　

ま
た
張
衡
「
西
京
賦
」（『
文
選
』
卷
二
）
も

　

後
宮
則
昭
陽
飛
翔
、
增
成
合
驩
、
蘭
林
披
香
、
鳳
皇
鴛
鸞
。

…
…
金
戺
玉
階
、
彤
庭
煇
煇
。
珊
瑚
琳
碧
、
瓀
珉
璘
彬
。
珍
物

羅
生
、
煥
若
崐
崘
。
雖
厥
裁
之
不
廣
、
侈
靡
踰
乎
至
尊
。

　

後
宮
は
則
ち
昭
陽
・
飛
翔
、
增
成
・
合
驩
、
蘭
林
・
披
香
、

鳳
皇
・
鴛
鸞
（
い
ず
れ
も
宮
殿
の
名
）
あ
り
。
…
…
金
の
戺
い
し
だ
た
み

に
玉
の
階
、
彤に

の
庭
は
煇
煇
た
り
。
珊
瑚
・
琳
碧
、
瓀
珉
は
璘

彬
た
り
（
玉
の
光
が
文あ
や

を
な
す
）。
珍
物
は
羅
生
し
、
煥
と
し
て

崐
崘
の
若
し
。
厥そ

の
裁つ
く
り

は
廣
か
ら
ず
と
雖
も
、
侈
靡
は
至
尊

を
踰
ゆ
。

と
云
い
、
後
宮
の
贅
澤
さ
を
西
王
母
の
住
み
玉
の
あ
ふ
れ
る
崑
崙
に

た
と
え
て
稱
え
る
。
こ
こ
に
天
子
や
皇
后
を
祝
頌
す
る
地
名
と
し
て

の
崑
崙
の
用
法
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
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（
三
）
建
安
詩
の
崑
崙
─
─
詩
語
「
崑
崙
」
の
誕
生

　

後
漢
末
の
建
安
年
閒
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
詩
に
も
崑
崙
を
始
め

と
す
る
神
話
的
地
名
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
曹
操

「
氣
出
唱
」
は
仙
人
や
仙
境
と
は
っ
き
り
結
び
つ
い
た
崑
崙
の
異
景

を
う
た
う
。
其
二
を
擧
げ
る
と
、

遨
游
八
極　
　
　
　
　

八
極
を
遨
游
し
、

乃
到
昆
侖
之
山　
　
　

乃
ち
到
る 

昆
侖
の
山
の
、

西
王
母
側　
　
　
　
　

西
王
母
の
側
に
。

神
仙
金
止
玉
亭　
　
　

  

神
仙
は
金
の
く
る
ま
止
ま
り
玉
の
く
る

ま
亭と

ど

ま
る
、

來
者
爲
誰　
　
　
　
　

來
た
る
者
は
誰
と
爲
す
。

赤
松
王
喬　
　
　
　
　

赤
松
と
王
喬
、

乃
德
旋
之
門　
　
　
　

乃か

つ
德
・
旋
の
ほ
し
と
門
の
ほ
し
。

樂
共
飮
食
到
黄
昏　
　

樂
し
み
て
共
に
飮
食
し
黄
昏
に
到
る
。

多
駕
合
坐　
　
　
　
　

多
く
の
駕
は
坐
を
合
わ
せ
、

萬
歳
長　

宜
子
孫　
　

  

萬
歳
長と
こ
し

え
な
ら
ん　

子
孫
に
宜
し
か

ら
ん
。

崑
崙
山
が
西
王
母
や
赤
松
子
・
王
子
喬
ら
の
神
仙
と
と
も
に
見
え
、

ひ
た
す
ら
め
で
た
い
雰
圍
氣
を
釀
し
な
が
ら
、
最
後
に
長
壽
と
子
孫

の
繁
榮
を
祈
る
。

　

同
じ
く
「
陌
上
桑
」
も
、

駕
虹
蜺　

乘
赤
雲　
　

虹
蜺
を
駕
し　

赤
雲
に
乘
り
、

登
彼
九
嶷
歴
玉
門　
　

彼
の
九
嶷
に
登
り
玉
門
を
歴ふ

。

濟
天
漢　

至
崑
崙　
　

天
漢
を
濟
り　

崑
崙
に
至
り
、

見
西
王
母
謁
東
君　
　

西
王
母
に
見ま

み

え
東
君
に
謁ま
み

ゆ
。

交
赤
松　

及
羨
門　
　

赤
松
及
び
羨
門
に
交
わ
り
、

受
要
祕
道
愛
精
神　
　

祕
道
を
受
要
し
精
神
を
愛
す
。

食
芝
英　

飮
醴
泉　
　

芝
英
を
食
ら
い　

醴
泉
を
飮
み
、

拄
杖
桂
枝
佩
秋
蘭　
　

桂
枝
を
拄つ

え
つ杖
き
て
秋
蘭
を
佩
ぶ
。

や
は
り
崑
崙
が
赤
松
子
や
羨
門
高
ら
仙
人
の
名
と
と
も
に
登
場
す
る
。

「
東
君
」
は
崑
崙
で
西
王
母
と
と
も
に
謁
見
す
る
こ
と
か
ら
、『
楚

辭
』
九
歌
・
東
君
に
見
え
る
東
方
の
日
神
の
東
君
で
は
な
く
、
西
王

母
と
對
に
な
る
男
神
の
東
王
父
を
指
す
。
東
王
父
は
本
來
は
東
の
扶

桑
に
い
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
西
王
母
と
と
も
に
崑
崙
に
い
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
赤
松
子
は
「
遠
遊
」
や
「
惜
誓
」
に
も
既
に

見
え
、
他
に
も
「
九
嶷
」「
桂
枝
」「
秋
蘭
」
な
ど
『
楚
辭
』
に
見
え

㊹
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語
「
崑
崙
」
の
誕
生
（
大
野
）

る
語
を
多
く
用
い
て
い
る
が
、『
楚
辭
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
悲
哀

を
伴
う
遊
行
の
雰
圍
氣
は
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
比
べ
る
と
曹
植
の
「
遠
遊
篇
」
は
や
や
趣
が
異
な
る
。

遠
遊
臨
四
海　
　

遠
遊
し
て
四
海
に
臨
み
、

俯
仰
觀
洪
波　
　

俯
仰
し
て
洪
波
を
觀
ん
。

大
魚
若
曲
陵　
　

大
魚
は
曲
陵
の
若
く
、

承
浪
相
經
過　
　

浪
を
承
け
て
相
い
經
過
す
。

靈
鰲
戴
方
丈　
　

靈
鰲 

方
丈
を
戴
き
、

神
嶽
儼
嵯
峨　
　

神
嶽 

儼
と
し
て
嵯
峨
た
り
。

仙
人
翔
其
隅　
　

仙
人 

其
の
隅
に
翔
け
り
、

玉
女
戲
其
阿　
　

玉
女 

其
の
阿く
ま

に
戲
る
。

瓊
蕊
可
療
飢　
　

瓊
蕊 

飢
え
を
療い
や

す
べ
し
、

仰
漱
吸
朝
霞　
　

仰
い
で
漱
ぎ
朝
霞
を
吸
う
。

崑
崙
本
吾
宅　
　

崑
崙 

本
と
吾
が
宅
、

中
州
非
我
家　
　

中
州 

我
が
家
に
非
ず
。

將
歸
謁
東
父　
　

將ま
さ

に
歸
り
て
東
父
に
謁
え
ん
と
し
、

一
擧
超
流
沙　
　

一
た
び
擧
り
て
流
沙
を
超
ゆ
。

鼓
翼
舞
時
風　
　

翼
を
鼓
し
て
時
な
る
風
に
舞
い
、

長
嘯
激
淸
歌　
　

長
嘯
し
て
淸
歌
を
激
す
。

金
石
固
易
弊　
　

金
石
も
固
よ
り
弊や

ぶ

れ
易
し
、

日
月
同
光
華　
　

日
月
と
光
華
を
同
じ
く
せ
ん
。

齊
年
與
天
地　
　

年
を
天
地
と
齊ひ

と

し
く
す
れ
ば
、

萬
乘
安
足
多　
　

萬
乘　

安
ん
ぞ
多
と
す
る
に
足
ら
ん
。

長
生
を
象
徴
す
る
仙
人
や
玉
女
、
瓊
蕊
や
朝
霞
を
竝
べ
た
後
に
「
崑

崙
こ
そ
が
も
と
も
と
の
我
が
家
」
と
云
っ
て
そ
こ
に
歸
る
こ
と
を
う

た
う
。「
東
父
」
は
東
王
父
を
指
し
、
こ
こ
で
も
西
王
母
と
と
も
に

崑
崙
に
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
詩
も
崑
崙
の
山
容
そ
の
も
の
は
全
く
描
か
ず
、
神
仙
や
玉
女
、

芝
英
や
醴
泉
、
各
種
の
玉
な
ど
仙
境
を
端
的
に
象
徴
す
る
も
の
を
竝

べ
る
こ
と
で
そ
の
情
景
を
紡
ぎ
出
す
の
は
、
漢
賦
の
描
寫
手
法
を
踏

襲
し
發
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、『
楚
辭
』
遠
遊
と
比
べ
て
も
凝
縮

さ
れ
た
表
現
で
壯
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
遊
行
を
描
く
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。
と
は
い
え
最
後
の
四
句
で
は
『
楚
辭
』
九
章
・
渉
江
の
「
與

天
地
兮
同
壽
、
與
日
月
兮
同
光
。」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
前
に
あ
る
「
世
溷
濁
而
莫
余
知
兮
（
世
は
溷
濁
し
て
余
を
知
る
も
の

莫
し
）」
と
い
う
句
を
想
起
さ
せ
、
最
後
の
句
で
「
萬
乘
の
天
子
の

㊻
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位
と
て
良
い
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
云
う
の
と
相
俟
っ
て
、
理
解

者
の
な
い
境
遇
に
置
か
れ
た
苦
惱
を
に
じ
ま
せ
て
い
る
點
は
曹
操
の

詩
と
大
き
く
異
な
る
。

　

揚
雄
や
張
衡
に
よ
っ
て
一
旦
は
捨
て
去
ら
れ
た
、
現
世
へ
の
不
平

か
ら
逃
れ
る
た
め
の
遊
行
の
目
的
地
と
い
う
崑
崙
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

曹
植
に
よ
っ
て
詩
に
移
植
さ
れ
蘇
っ
た
の
で
あ
り
、「
世
の
溷
濁
を

去
ろ
う
と
す
る
者
が
目
指
す
西
の
果
て
の
仙
境
」
を
象
徴
す
る
詩
語

と
し
て
の
崑
崙
は
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

結
語
及
び
餘
論

　

こ
れ
ま
で
述
べ
來
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
ま
ず
『
山
海
經
』

海
内
西
經
・
大
荒
西
經
で
は
崑
崙
自
體
の
山
容
や
そ
こ
に
産
出
す
る

も
の
が
、
そ
の
周
圍
に
あ
る
も
の
と
と
も
に
つ
ぶ
さ
に
描
か
れ
、
靈

的
な
雰
圍
氣
を
釀
し
出
し
て
い
る
。『
楚
辭
』
天
問
に
見
え
る
崑
崙

に
關
す
る
問
い
も
、
こ
う
し
た
知
識
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

巫
祝
の
知
識
を
試
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
黄
帝

派
道
家
の
影
響
が
濃
い
『
山
海
經
』
西
次
三
經
や
『
穆
天
子
傳
』
も

不
死
を
象
徴
す
る
よ
う
な
靈
妙
な
風
物
を
鋪
陳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
靈
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
の

ち
の
辭
賦
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
對
し
て
『
爾
雅
』『
呂
氏
春
秋
』
な
ど
巫
祝
や
神
仙
家
以

外
に
傳
え
ら
れ
た
書
物
で
は
、
專
ら
そ
こ
に
産
出
す
る
も
の
の
み
が

記
さ
れ
、
靈
的
な
雰
圍
氣
が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
る
合
理
化
が
施
さ
れ
て

い
る
。『
莊
子
』
の
崑
崙
は
こ
れ
と
は
逆
に
、
黄
帝
と
と
も
に
現
れ
、

そ
の
靈
的
な
雰
圍
氣
の
み
に
注
目
す
る
書
き
方
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
知
識
を
傳
え
る
た
め
の
文
獻
に
お
け
る
崑
崙
に
對
し
、

『
楚
辭
』
離
騷
や
九
章
の
よ
う
な
韻
文
で
は
、
崑
崙
は
そ
の
靈
的
な

雰
圍
氣
に
よ
っ
て
、
理
想
を
實
現
で
き
な
い
悲
哀
を
增
幅
さ
せ
る
地

名
ア
イ
テ
ム
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
崑
崙
の
山
容
は
描
か
れ
ず
、

そ
の
名
を
擧
げ
る
だ
け
で
背
後
の
靈
的
な
雰
圍
氣
を
共
有
で
き
た
の

で
あ
る
。

　

漢
の
武
帝
に
至
っ
て
、
崑
崙
は
天
子
の
威
光
の
及
ぶ
範
圍
に
收
ま

っ
た
。
さ
ら
に
楚
地
の
珍
し
い
神
話
傳
説
の
世
界
を
も
、
司
馬
相
如

の
「
子
虚
賦
」
に
よ
っ
て
自
ら
の
手
元
に
引
き
寄
せ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
前
漢
末
の
揚
雄
に
至
っ
て
、
崑
崙
か
ら
悲
哀
の
イ
メ
ー
ジ
が

そ
ぎ
落
と
さ
れ
、
天
子
の
宮
殿
や
狩
場
を
神
話
世
界
の
理
想
鄕
に
重
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ね
合
わ
せ
る
用
法
が
加
わ
る
。
武
帝
以
後
の
漢
帝
は
神
話
世
界
を
現

出
す
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
『
楚
辭
』
後
期
作
品
や
司
馬
相
如
「
大
人
賦
」、
張
衡

「
思
玄
賦
」
の
よ
う
な
、
願
望
の
滿
た
さ
れ
な
い
理
想
鄕
と
し
て
の

崑
崙
の
描
寫
は
、
そ
の
後
の
辭
賦
に
繼
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
消
え
て

い
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
一
番
に
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

や
は
り
「
現
世
の
溷
濁
を
逃
れ
て
神
話
的
世
界
へ
遊
行
す
る
」
と
い

う
枠
組
み
を
も
つ
楚
辭
文
學
そ
の
も
の
が
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陷
っ
て

衰
退
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
神
仙
思
想
の
流
行
と
と
も

に
崑
崙
山
が
「
努
力
し
て
到
達
す
べ
き
理
想
鄕
」
へ
と
變
化
し
た
こ

と
も
擧
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
は
理
想
鄕
と
し
て
の
崑
崙
の
樣
子
が

仔
細
に
描
か
れ
た
、
後
述
す
る
『
神
異
經
』『
海
内
十
洲
記
』
の
よ

う
な
神
仙
思
想
を
宣
揚
す
る
書
物
の
登
場
も
大
い
に
關
係
し
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
揚
雄
に
よ
っ
て
崑
崙
に
天
子
の
疆
域
の
廣

大
さ
を
祝
頌
す
る
用
法
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
、
ま
た
崑
崙
か
ら
悲

哀
の
イ
メ
ー
ジ
を
消
し
去
る
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
建
安
期
の
曹
植
に
至
っ
て
、
世
の
溷
濁
を
逃
れ
て
遊
行

す
る
目
的
地
と
し
て
の
、
悲
哀
の
こ
も
っ
た
崑
崙
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

辭
賦
で
は
な
く
詩
に
お
い
て
蘇
っ
た
。
か
く
て
現
世
を
逃
れ
て
長
生

を
得
る
た
め
の
目
標
と
す
べ
き
西
の
果
て
の
仙
境
と
し
て
詩
に
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
詩
語
と
し
て
の
崑
崙
が
こ
こ
に
誕
生
し
た
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
楚
辭
』
天
問
や
『
山
海
經
』
西
次
三
經
な
ど
に
見
ら

れ
た
、
知
識
と
し
て
の
崑
崙
を
記
す
書
は
、
漢
以
後
も
引
き
續
き
現

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

　

崑
崙
者
、
地
之
中
也
。

　

崑
崙
な
る
者
は
、
地
の
中
（
大
地
の
中
心
）
な
り
。（『
太
平
御

覽
』
卷
三
十
六
引
『
河
圖
括
地
象
』）

　

崑
崙
墟
在
西
北
、
去
嵩
高
五
萬
里
、
地
之
中
也
。
其
高
萬
一

千
里
。
河
水
出
其
東
北
陬
。

　

崑
崙
墟
は
西
北
に
在
り
、
嵩
高
を
去
る
こ
と
五
萬
里
、
地
の

中
な
り
。
其
の
高
さ
は
萬
一
千
里
。
河
水 

其
の
東
北
の
陬す
み

よ

り
出
ず
。（『
水
經
』
卷
一
・
河
水
）

の
如
く
で
あ
る
が
、『
山
海
經
』
と
同
樣
に
崑
崙
そ
の
も
の
の
山
容

や
性
質
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
地
理
を
記
し
た
書

で
あ
る
か
ら
、
知
識
を
説
明
す
る
内
容
に
な
る
の
は
當
然
で
あ
る
が
、

㊾
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後
漢
に
至
っ
て
神
仙
色
の
強
い
小
説
に
も
崑
崙
に
關
す
る
詳
細
な
記

述
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
ず
東
方
朔
撰
と
傳
え
ら
れ
る
『
神
異
經
』
に
は
、

　

崑
崙
山
上
有
柰
、
冬
生
子
、
碧
色
、
須
玉
井
水
洗
之
方
可
食

也
。

　

崑
崙
山
の
上
に
柰

か
ら
な
し

有
り
、
冬
に
子み

を
生
じ
、
碧
色
、
玉
井

の
水
を
須も

ち

い
て
之
を
洗
え
ば
方は
じ

め
て
食
す
べ
き
な
り
。

と
云
い
、
同
じ
く
東
方
朔
撰
と
題
す
る
『
海
内
十
洲
記
』
に
は

　

崑
崙
、
號
曰
昆
崚
、
在
西
海
之
戌
地
、
北
海
之
亥
地
、
去
岸

十
三
萬
里
。
又
有
弱
水
週
回
繞
匝
。
山
東
南
接
積
石
圃
、
西
北

接
北
戸
之
室
。
東
北
臨
大
活
之
井
、
西
南
至
承
淵
之
谷
。
此
四

角
大
山
、
實
崑
崙
之
支
輔
也
。
積
石
圃
南
頭
、
是
王
母
告
周
穆

王
云
「
咸
陽
去
此
四
十
六
萬
里
、
山
高
、
平
地
三
萬
六
千
里
。

上
有
三
角
、
方
廣
萬
里
、
形
似
偃
盆
、
下
狹
上
廣
、
故
名
曰
崑

崙
。
山
三
角
、
其
一
角
正
北
、
干
辰
之
輝
、
名
曰
閬
風
巓
。
其

一
角
正
西
、
名
曰
玄
圃
堂
。
其
一
角
正
東
、
名
曰
崑
崙
宮
。
其

一
角
有
積
金
、
爲
天
墉
城
、
面
方
千
里
。
城
上
安
金
臺
五
所
、

玉
樓
十
二
所
。
其
北
戸
山
・
承
淵
山
、
又
有
墉
城
。
金
臺
・
玉

樓
、
相
鮮
如
流
、
精
之
闕
光
、
碧
玉
之
堂
、
瓊
華
之
室
、
紫
翠

丹
房
、
錦
雲
燭
日
、
朱
霞
九
光
、
西
王
母
之
所
治
也
、
眞
官
仙

靈
之
所
宗
。
上
通
璇
璣
、
元
氣
流
布
、
五
常
玉
衡
。
理
九
天
而

調
陰
陽
、
品
物
群
生
、
稀
奇
特
出
、
皆
在
於
此
。
天
人
濟
濟
、

不
可
具
記
。
此
乃
天
地
之
根
紐
、
萬
度
之
綱
柄
矣
。
…
…
」

　

崑
崙
、
號
し
て
崑
崚
と
曰
い
、
西
海
の
戌
地
、
北
海
の
亥
地

に
在
り
、
岸
を
去
る
こ
と
十
三
萬
里
。
又
た
弱
水
の
周
回
繞
匝

す
る
有
り
。
山
の
東
南
は
積
石
圃
に
接
し
、
西
北
は
北
戸
の
室

に
接
す
。
東
北
は
大
活
の
井
に
臨
み
、
西
南
は
承
淵
の
谷
に
至

る
。
此
の
四
角
は
大
山
、
寔ま

こ
と

に
崑
崙
の
支
輔
な
り
。
積
石
圃

の
南
頭
は
、
是
れ
王
母 

周
穆
王
に
告
げ
て
云
え
ら
く
「
咸
陽

は
此
を
去
る
こ
と
四
十
六
萬
里
、
山
は
高
く
、
平
地
は
三
萬
六

千
里
。
上
に
三
つ
の
角
有
り
、
方
廣
は
萬
里
、
形
は
偃
盆
の
似

く
、
下
は
狹
く
上
は
廣
く
、
故
に
名
づ
け
て
崑
崙
と
曰
う
と
。

山
は
三
角
あ
り
、
其
の
一
角
は
正
北
、
辰
の
輝
け
る
を
干お

か

し
、

名
づ
け
て
閬
風
の
巓
と
曰
う
。
其
の
一
角
は
正
西
、
名
づ
け
て

玄
圃
堂
と
曰
う
。
其
の
一
角
は
正
東
、
名
づ
け
て
崑
崙
宮
と
曰

う
。
其
の
一
角
は
金
を
積
む
有
り
、
天
の
墉
城
と
爲
り
、
面
は
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詩
語
「
崑
崙
」
の
誕
生
（
大
野
）

方
千
里
。
城
の
上
に
安
金
臺
五
所
・
玉
樓
十
二
所
あ
り
。
其
の

北
戸
山
・
承
淵
山
は
、
又
た
墉
城
有
り
。
金
臺
・
玉
樓
は
、
相

鮮
や
か
な
る
こ
と
流
る
る
が
如
く
、
精
の
闕
光
、
碧
玉
の
堂
、

瓊
華
の
室
、
紫
翠
丹
房
、
錦
雲
燭
日
、
朱
霞
九
光
、
西
王
母
の

治
む
る
所
な
り
、
眞
官
仙
靈
の
宗
た
る
所
な
り
。
上
は
璿
璣
に

通
じ
、
元
氣 

流
布
し
、
五
常
の
玉
衡
あ
り
。
九
天
を
理
め
て

陰
陽
を
調
え
、
品
物 
群
生
し
、
稀
奇 

特
出
し
、
皆
な
此
に
在

り
。
天
人 

濟
濟
と
し
て
、
具
さ
に
記
す
べ
か
ら
ず
。
此
れ
乃

ち
天
地
の
根
紐
、
萬
度
の
綱
柄
な
り
。
…
…
」

と
、
西
王
母
の
口
を
借
り
て
そ
の
樣
子
を
つ
ぶ
さ
に
記
す
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
作
者
は
假
託
で
あ
っ
て
、
實
際
に
は
後
漢
か
ら
魏
晉
に

か
け
て
の
道
士
や
そ
れ
と
關
係
の
深
い
下
層
の
知
識
人
が
著
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

　

六
朝
期
に
至
っ
て
も
、『
初
學
記
』
卷
二
十
七
・
金
第
一
引
『
關

令
内
傳
』
に

　

老
子
與
尹
喜
登
崑
崙
上
。
金
臺
玉
樓
、
七
寶
宮
殿
、
晝
夜
光

明
、
乃
天
帝
四
王
之
所
遊
處
。
有
珠
玉
七
寶
之
牀
。

　

老
子 

尹
喜
と
崑
崙
の
上
に
登
る
。
金
臺
玉
樓
、
七
寶
の
宮

殿
、
晝
夜 

光
明
あ
り
、
乃
ち
天
帝
四
王
の
遊
ぶ
所
の
處
な
り
。

珠
玉
七
寶
の
牀
有
り
。

と
云
い
、
崑
崙
自
體
の
樣
子
が
描
か
れ
る
。『
關
令
内
傳
』
は
『
隋

書
』
經
籍
志
・
史
部
・
雜
傳
に
「
一
卷　

鬼
谷
先
生
撰
」
と
著
録
さ

れ
る
。『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
戰
國
期
の
縱

橫
家
で
、
六
朝
期
以
後
道
術
を
得
た
人
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
鬼
谷
先
生
本
人
が
著
し
た
と
は
考
え
難
く
、
唐
初
の
『
藝
文

類
聚
』
に
も
そ
の
書
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
六
朝
期
に
道
士
に
よ

っ
て
假
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
知
識
と
し
て
の
崑
崙
の
記
述
は
巫
祝
か
ら
道
士
に
引

き
繼
が
れ
て
い
っ
た
。
上
に
挙
げ
た
仙
話
小
説
は
道
士
が
そ
の
敎
義

を
宣
傳
す
る
た
め
に
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
く
ど
さ
を
感
じ
る

文
體
は
、
崑
崙
な
ど
の
仙
境
に
つ
い
て
知
識
の
な
い
者
に
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
説
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
「
知
識
と
し
て
の
崑
崙
」
は
、
志
怪
小
説
の
勃
興
と
と

も
に
、
名
の
あ
る
知
識
人
の
著
作
に
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た

と
え
ば
干
寶
『
搜
神
記
』
卷
十
三
に
は

　

崑
侖
之
㠊
、
地
首
也
、
是
惟
帝
之
下
都
、
故
其
外
絶
以
弱
水

㊿

�
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之
深
、
又
環
以
炎
火
之
山
。
山
上
有
鳥
獸
草
木
、
皆
生
育
滋
長

於
炎
火
之
中
。
故
有
火
澣
布
、
非
此
山
草
木
之
皮
枲
、
則
其
鳥

獸
之
毛
也
。

　

崑
侖
の
㠊
（
虚
）
は
、
地
の
首
な
り
、
是
れ
惟
れ
帝
の
下
都
、

故
に
其
の
外
は
絶
つ
に
弱
水
の
深
き
を
以
て
し
、
又
た
環
る
に

炎
火
の
山
を
以
て
す
。
山
上
に
鳥
獸
草
木
有
り
、
皆
な
炎
火
の

中
に
生
育
滋
長
す
。
故
に
火
澣
布
有
り
、
此
の
山
の
草
木
の
皮

枲
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
鳥
獸
の
毛
な
り
。

と
云
う
。
神
仙
思
想
や
道
敎
の
流
行
に
よ
り
、
方
士
と
知
識
人
の
知

識
が
互
い
に
影
響
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
因
と
考
え

ら
れ
よ
う
が
、
漢
帝
國
崩
壞
の
の
ち
分
裂
の
時
代
が
長
く
續
き
、
一

旦
は
天
子
の
手
中
に
收
ま
っ
た
中
國
の
邊
遠
そ
の
も
の
が
再
び
想
像

の
彼
方
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
書
物
が
歡

迎
さ
れ
る
一
因
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

附
記　

本
稿
は
京
都
大
学
中
国
文
学
会
第
三
十
一
回
例
会
（
二
〇
一
六
年

七
月
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
神
山
の
変
容
─
崑
崙
山
の
描
写
を
中
心
に

─
」
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
諸
先
生
方

に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

16K
02583

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

註①　

崑
崙
に
は
「
昆
侖
」「
崑
崙
」「
崐
崘
」
等
の
表
記
が
あ
る
が
、
本
稿

で
は
原
文
の
引
用
を
除
き
「
崑
崙
」
に
統
一
す
る
。

②　

馬
敍
倫
『
莊
子
義
證
』
應
帝
王
篇
。

③　

凌
純
聲
「
昆
侖
丘
與
西
王
母
」、『
中
央
研
究
院
民
族
學
研
究
所
集

刊
』
第
二
二
期
、
一
九
六
六
年
所
收
。

④　

赤
塚
忠
「
后
稷
と
列
子
」、『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
十
九
集
、
一
九

六
七
年
所
收
。

⑤　

御
手
洗
勝
「
地
理
的
世
界
觀
の
變
遷
」、『
東
洋
の
文
化
と
社
會
』、

一
九
五
七
年
所
收
。
ま
た
同
『
中
國
古
代
の
神
々
』、
創
文
社
、
一
九

八
四
年
、
七
一
四
頁
參
照
。

⑥　
『
莊
子
』
在
宥
で
は
黄
帝
が
廣
成
子
に
道
に
至
る
要
諦
を
尋
ね
た
場

所
と
し
て
見
え
、『
山
海
經
』
海
内
東
經
や
『
史
記
』
封
禪
書
に
も
そ

の
名
が
見
え
る
。

⑦　

小
尾
郊
一
『
中
國
文
學
に
お
け
る
自
然
と
自
然
觀
』、
岩
波
書
店
、

一
九
六
二
年
、
一
〇
頁
。

⑧　

川
合
康
三
「
終
南
山
の
變
容
」、
同
『
終
南
山
の
變
容
』
研
文
出
版
、

一
九
九
九
年
所
收
、
九
八
～
九
九
頁
。

⑨　

中
野
將
「
山
水
・
山
川
・
山
河
」、
後
藤
秋
正
・
松
本
肇
編
『
詩
語

の
イ
メ
ー
ジ
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
所
收
、
九
四
～
九
五
頁
。

⑩　
『
山
海
經
』
の
底
本
に
は
阮
氏
琅
嬛
僊
館
嘉
慶
十
四
年
刊
本
郝
懿
行

�
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詩
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」
の
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（
大
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『
山
海
經
箋
疏
』
を
使
用
し
た
。

⑪　

郭
璞
は
「
言
非
仁
人
及
有
才
藝
如
羿
者
不
能
得
登
此
山
之
岡
嶺
巉
巖

也
。（
言
う
こ
こ
ろ
は
仁
人
及
び
才
藝
の
羿
の
如
き
も
の
有
る
者
に
非

ざ
れ
ば
此
の
山
の
岡
嶺
巉
巖
な
る
を
登
る
を
得
る
能
わ
ざ
る
な
り
。）」

と
云
い
、
ま
た
「
羿
一
或
作
聖
（
羿
は
一
に
或
い
は
聖
に
作
る
）」
と

も
云
う
が
迂
遠
の
き
ら
い
が
あ
る
。
楊
寬
は
仁
羿
を
夷
羿
の
字
が
變
わ

っ
た
も
の
と
し
（「
中
國
古
代
史
導
論
」、『
古
史
辨
』
七
上
、
上
海
古

籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
（
原
著
一
九
四
一
年
）、
三
六
六
頁
）、
袁
珂

も
「
羿
」
の
古
文
が
「
仁
」
字
に
似
て
い
る
こ
と
を
擧
げ
て
こ
れ
を
支

持
す
る
一
方
、
郭
注
の
引
く
「
仁
聖
」
に
作
る
本
で
も
ま
た
通
ず
る
と

す
る
（『
山
海
経
校
注
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
九
六

頁
）。
仁
羿
を
「
仁
」
と
「
羿
」
の
二
種
の
人
と
す
る
よ
り
は
、「
仁
」

は
「
羿
」
に
前
置
さ
れ
る
形
容
詞
と
解
す
る
の
が
穩
當
で
あ
ろ
う
。

⑫　
『
楚
辭
』
の
底
本
に
は
惜
陰
軒
叢
書
本
『
楚
辭
補
注
』
を
使
用
し
た
。

⑬　

兪
樾
は
「
里
閒
」
を
「
門
」
に
改
め
る
。

⑭　

魯
迅
が
「
記
海
内
外
山
川
神
祇
異
物
及
祭
祀
所
宜
、
以
爲
禹
益
作
者

固
非
、
而
謂
因
《
楚
辭
》
而
造
者
亦
未
是
、
所
載
祠
神
之
物
多
用
糈

（
精
米
）、
與
巫
術
合
、
蓋
古
之
巫
書
也
、
然
秦
漢
人
亦
有
增
益
。（
海

内
・
海
外
の
神
祇
・
異
物
や
祭
祀
に
ふ
さ
わ
し
い
品
を
記
し
て
お
り
、

禹
・
益
の
作
っ
た
も
の
と
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
誤
り
だ
が
、『
楚
辭
』

に
よ
っ
て
作
っ
た
も
の
と
言
う
の
も
ま
た
正
し
く
な
い
。
記
載
さ
れ
て

い
る
神
を
祀
る
た
め
の
品
物
に
は
多
く
精
米
が
用
い
ら
れ
、
巫
術
と
も

符
合
す
る
。
恐
ら
く
古
え
の
巫
の
書
物
で
あ
っ
た
が
、
秦
漢
の
人
が
增

補
し
た
の
で
あ
ろ
う
。）」
と
斷
じ
て
よ
り
、
伊
藤
淸
司
「
古
代
中
國
の

民
閒
醫
療
─
─
『
山
海
經
』
の
研
究
（
三
）」（『
史
學
』
四
三
卷
四

號
）・
前
野
直
彬
『
山
海
經
・
列
仙
傳
』
解
説
（
集
英
社
全
釋
漢
文
大

系
三
三
、
一
九
七
五
年
）・
松
田
稔
『「
山
海
經
」
の
基
礎
的
研
究
』

（
笠
閒
書
院
、
一
九
九
五
年
、
一
一
二
頁
）
等
み
な
こ
れ
を
踏
襲
す
る
。

⑮　

黑
須
重
彦
『
楚
辭
』、『
中
國
の
古
典
』
二
〇
、
學
習
研
究
社
、
一
九

八
二
年
、
一
五
頁
。
ま
た
小
南
一
郞
『
楚
辭
と
そ
の
注
釋
者
た
ち
』
朋

友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
第
二
章
「
天
問
篇
の
整
理
」。

⑯　

底
本
は
「
濁
沢
有
」
に
作
る
が
、
郝
懿
行
の
箋
疏
の
説
に
従
っ
て
改

め
る
。

⑰　

先
秦
期
の
道
家
系
の
文
獻
に
見
え
る
有
韻
文
の
性
質
に
つ
い
て
は
、

鈴
木
達
明
「
道
の
た
め
の
有
韻
文
」（『
東
方
學
』
第
百
十
五
輯
所
收
、

二
〇
〇
八
年
一
月
）
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

⑱　
『
穆
天
子
傳
』
の
底
本
に
は
『
古
今
逸
史
』
本
を
用
い
、
必
要
に
応

じ
て
他
の
諸
書
を
参
照
し
た
。

⑲　

底
本
は
「
豊
□
隆
」
に
作
る
が
、『
山
海
経
』
西
次
三
経
「
昆
侖
之

丘
」
郭
璞
注
の
引
文
は
「
封
豊
隆
」
に
作
り
、
こ
れ
に
拠
っ
て
改
め
る
。

⑳　
『
太
平
御
覧
』
巻
六
九
六
の
引
文
に
拠
り
「
賜
」
字
を
補
う
。

㉑　
『
太
平
御
覧
』
巻
二
二
の
引
文
に
拠
り
「
不
」
字
を
補
う
。

㉒　

底
本
は
「
鳥
」
に
作
る
が
、『
山
海
經
』
海
内
西
経
「
開
明
南
有

樹
」
郭
璞
注
の
引
文
に
拠
っ
て
改
め
る
。

㉓　
「
爰
宥
○
○
」
と
い
う
形
式
で
豐
饒
や
不
死
を
思
わ
せ
る
動
植
物
や

玉
な
ど
を
列
擧
す
る
表
現
は
『
山
海
經
』
海
經
と
『
穆
天
子
傳
』
を
お
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い
て
他
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
拙
稿
「「
爰
に
理
想

鄕
有
り
」
─
『
山
海
經
』
と
『
穆
天
子
傳
』
の
「
爰
有
」
─
」（『
興
膳

敎
授
退
官
記
念
中
國
文
學
論
集
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
所
收
）

を
參
照
さ
れ
た
い
。

㉔　
『
楚
辭
』
離
騷
や
宋
玉
「
高
唐
賦
」「
神
女
賦
」
な
ど
、
遊
行
を
テ
ー

マ
に
し
た
古
代
の
作
品
は
、
そ
の
快
樂
よ
り
も
悲
哀
の
心
情
が
多
く
描

か
れ
る
こ
と
が
、
谷
口
洋
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
試
論
早

期
辭
賦
中
的
神
怪
與
悲
哀
」（『
辭
賦
文
學
論
集
』
一
九
九
九
年
、
江
蘇

敎
育
出
版
社
）
參
照
。

㉕　
『
文
選
』
の
底
本
に
は
胡
克
家
刻
本
李
善
注
『
文
選
』（
中
華
書
局
一

九
七
七
年
影
印
）
を
用
い
た
。

㉖　

淸
末
の
呉
汝
綸
が
「
離
騷
」
の
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
句
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
「
此
數
句
屈
子
必
不
再
襲
矣
。」
と
疑
問
を
呈
し
、
後
人

が
司
馬
相
如
「
大
人
賦
」
を
模
し
た
も
の
と
し
て
い
る
（『
古
文
辭
類

纂
評
點
』
遠
遊
）。
近
現
代
の
諸
家
も
「
遠
遊
」
に
神
仙
思
想
の
雰
圍

氣
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
漢
代
の
作
で
あ
っ
て
屈
原
の
作
と

は
考
え
難
い
と
し
て
い
る
。

㉗　

以
下
司
馬
相
如
賦
の
テ
キ
ス
ト
は
『
漢
書
』
司
馬
相
如
傳
（
中
華
書

局
排
印
本
二
十
四
史
）
に
據
る
。

㉘　

も
っ
と
も
『
漢
書
』
司
馬
相
如
傳
は
こ
の
賦
を
引
い
た
後
に
「
相
如

既
奏
大
人
賦
、
天
子
大
説
、
飄
飄
有
陵
雲
氣
游
天
地
之
閒
意
。（
相

如 

既
に
「
大
人
賦
」
を
奏
し
、
天
子 

大
い
に
説
び
、
飄
飄
と
し
て
陵

雲
の
氣 

天
地
の
閒
に
游
ぶ
の
意
有
り
。）」
と
云
い
、
諷
諫
の
效
果
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
ら
し
い
。

㉙　

テ
キ
ス
ト
は
『
後
漢
書
』
張
衡
傳
（
中
華
書
局
排
印
本
二
十
四
史
）

に
據
る
。

㉚　
『
老
子
』
四
十
七
章
に
「
不
出
戸
知
天
下
、
不
闚
牖
見
天
道
（
戸
を

出
で
ず
し
て
天
下
を
知
り
、
牖
を
闚う
か
が

わ
ず
し
て
天
道
を
見
る
）」
と
云

う
。

㉛　
「（
元
鼎
）
六
年
冬
十
月
、
…
…
遂
定
越
地
、
以
爲
南
海
・
蒼
梧
・
鬱

林
・
合
浦
・
交
址
・
九
眞
・
日
南
・
珠
厓
・
儋
耳
郡
。」（『
漢
書
』
武

帝
紀
）

㉜　
『
楚
辭
』
離
騷
に
「
濟
沅
湘
以
南
征
兮
、
就
重
華
而
敶
詞
。
…
…
朝

發
軔
於
蒼
梧
兮
、
夕
餘
至
乎
縣
圃
。（
沅
湘
を
濟
り
て
以
て
南
征
し
、

重
華
（
舜
）
に
就
き
て
詞
を
敶
べ
ん
。
…
…
朝
に
軔
を
蒼
梧
に
發
し
、

夕
に
餘
は
縣
圃
に
至
る
。）」
と
云
い
、『
山
海
經
』
海
内
南
經
に
「
蒼

梧
之
山
、
帝
舜
葬
于
陽
、
帝
丹
朱
葬
于
陰
。（
蒼
梧
の
山
、
帝
舜 

陽み
な
み

に
葬
ら
れ
、
帝
丹
朱 

陰き
た

に
葬
ら
る
。）」
と
云
う
。
同
・
大
荒
南
經
に

は
「
有
阿
山
者
。
南
海
之
中
、
有
氾
天
之
山
、
赤
水
窮
焉
。
赤
水
之
東
、

有
蒼
梧
之
野
、
舜
與
叔
均
之
所
葬
也
。
爰
有
文
貝
・
離
兪
・
邱鴆
久
・

鷹
・
賈
・
委
維
・
熊
・
羆
・
象
・
虎
・
豹
・
狼
・
視
肉
。（
阿
山
な
る

者
有
り
。
南
海
の
中
、
氾
天
の
山
有
り
、
赤
水　

焉
に
窮
ま
る
。
赤
水

の
東
、
蒼
梧
の
野
有
り
、
舜
と
叔
均
の
葬
ら
る
る
所
な
り
。
爰
に
文

貝
・
離
兪
・
邱鴆
久
・
鷹
・
賈
・
委
維
・
熊
・
羆
・
象
・
虎
・
豹
・
狼
・

視
肉
有
り
。）」
と
云
い
、
動
物
や
鑛
物
の
豐
か
な
樂
園
の
性
格
が
う
か

が
え
る
。
蒼
梧
の
神
山
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
蒼
梧
考
」
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詩
語
「
崑
崙
」
の
誕
生
（
大
野
）

（『
中
國
文
學
報
』
第
六
十
八
册
、
二
〇
〇
四
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

㉝　

原
文
「
條
枝
在
安
息
西
數
千
里
、
臨
西
海
。
…
…
安
息
長
老
傳
聞
條

枝
有
弱
水
、
西
王
母
、
而
未
嘗
見
。」

㉞　

以
下
揚
雄
賦
の
テ
キ
ス
ト
は
『
漢
書
』
揚
雄
傳
（
中
華
書
局
排
印
本

二
十
四
史
）
に
據
る
。

㉟　
『
楚
辭
』
離
騷
に
「
路
不
周
以
左
轉
兮
、
指
西
海
以
爲
期
。（
不
周
に

路
し
て
以
て
左
に
轉
じ
、
西
海
を
指
し
て
以
て
期
を
爲
す
。）」
と
云
い
、

『
山
海
經
』
西
次
三
經
に
は
「
又
西
北
三
百
七
十
里
、
曰
不
周
之
山
。

北
望
諸
毗
之
山
、
臨
彼
嶽
崇
之
山
、
東
望
泑
澤
、
河
水
所
潛
也
、
其
原

渾
渾
泡
泡
。
爰
有
嘉
果
、
其
實
如
桃
、
其
葉
如
棗
、
黄
華
而
赤
柎
、
食

之
不
勞
。（
又
た
西
北
三
百
七
十
里
を
、
不
周
之
山
と
曰
う
。
北
に
諸

毗
の
山
を
望
み
、
彼
の
嶽
崇
の
山
に
臨
み
、
東
に
泑
澤
を
望
み
、
河
水

の
潛
る
所
な
り
、
其
の
原
は
渾
渾
泡
泡
（
水
の
湧
き
出
る
さ
ま
）。
爰

に
嘉
果
有
り
、
其
の
實
は
桃
の
如
く
、
其
の
葉
は
棗
の
如
く
、
黄
華
に

し
て
赤
柎
、
之
を
食
す
れ
ば
勞
（
つ
か
）
れ
ず
。）」
と
云
う
。
ま
た

『
淮
南
子
』
原
道
訓
に
「
昔
共
工
之
力
、
觸
不
周
之
山
、
使
地
東
南
傾
。

（
昔 

共
工
の
力
は
、
不
周
の
山
に
觸
れ
、
地
を
し
て
東
南
に
傾
か
し

む
。）」
と
云
う
如
く
、
共
工
が
不
周
の
山
に
ぶ
つ
か
っ
て
折
っ
た
た
め

に
大
地
が
東
南
に
傾
い
た
傳
説
が
知
ら
れ
る
。

㊱　
『
莊
子
』
在
宥
に
「
堯
於
是
放
讙
兜
於
崇
山
、
投
三
苗
於
三
峗
、
流

共
工
於
幽
都
（
堯 

是
に
於
て
讙
兜
を
崇
山
に
放
ち
、
三
苗
を
三
峗
に

投
じ
、
共
工
を
幽
都
に
流
す
）」
と
云
い
、
堯
に
反
抗
し
た
共
工
の
流

さ
れ
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。

㊲　

駮
・
騊
駼
・
蛩
蛩
は
い
ず
れ
も
『
山
海
經
』
海
外
北
經
に
見
え
る
。

㊳　
『
漢
書
』
地
理
志
下
に
「
淮
南
王
安
亦
都
壽
春
、
招
賓
客
著
書
。
而

呉
有
嚴
助
・
朱
買
臣
、
貴
顯
漢
朝
、
文
辭
竝
發
、
故
世
傳
楚
辭
。（
淮

南
王
安
も
亦
た
壽
春
に
都
し
、
賓
客
を
招
い
て
書
を
著
す
。
而
し
て
呉

に
嚴
助
・
朱
買
臣
有
り
、
漢
朝
に
貴
顯
し
て
、
文
辭
竝
び
に
發
す
、
故

に
世
に
楚
辭
を
傳
う
。）」
と
云
い
、
ま
た
同
・
淮
南
王
劉
安
傳
に
「
初

安
入
朝
、
獻
所
作
内
篇
新
出
。
上
愛
祕
之
。
使
爲
離
騷
傳
。
且
受
詔
、

日
食
時
上
。（
初
め
安 

入
朝
し
、
作
り
し
所
の
内
篇
（『
淮
南
内
篇
』）

の
新
た
に
出
だ
す
を
獻
ず
。
上 

愛
で
て
之
を
祕
す
。
離
騷
傳
を
爲つ
く

ら

し
む
。
且
つ
詔
を
受
け
、
日
び
食
時
に
上
た
て
ま
つ

る
。）」
と
云
う
。

㊴　
『
漢
書
』
司
馬
相
如
傳
上
「
上
讀
子
虚
賦
而
善
之
、
曰
「
朕
獨
不
得

與
此
人
同
時
哉
。」
得
意
曰
「
臣
邑
人
司
馬
相
如
自
言
爲
此
賦
。」
上
驚
、

乃
召
問
相
如
。
相
如
曰
「
有
是
。
然
此
乃
諸
侯
之
事
、
未
足
觀
、
請
爲

天
子
游
獵
之
賦
。」
…
…
奏
之
天
子
、
天
子
大
説
。」

㊵　

高
橋
庸
一
郞
氏
は
「
相
如
は
賦
を
通
し
て
實
際
を
描
い
た
の
で
は
な

く
一
つ
の
文
學
作
品
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
…
…
た
だ
殘
念
な
こ

と
は
こ
の
作
品
を
見
た
武
帝
が
、
そ
れ
を
武
帝
自
身
つ
ま
り
自
分
の
實

際
の
有
樣
を
描
い
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。」
と
指
摘
す
る
。『
中
國
文
學
史
上
に
お
け
る
漢
賦
の
役
割
』
晃
洋

書
房
、
二
〇
一
一
年
、
二
三
二
～
二
三
三
頁
。

㊶　

劉
向
「
九
歎
」
離
世
に
は
「
思
彭
咸
之
水
游
」
と
い
う
句
が
あ
り
、

漢
代
に
は
彭
咸
が
鴟
夷
に
入
れ
ら
れ
た
伍
子
胥
の
よ
う
に
水
流
に
乘
っ

て
遊
行
し
た
と
の
認
識
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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㊷　
『
史
記
』
伍
子
胥
列
傳
に
、
死
を
賜
わ
っ
た
伍
子
胥
が
「
必
樹
吾
墓

上
以
梓
、
令
可
以
爲
器
。
而
抉
吾
眼
縣
呉
東
門
之
上
、
以
觀
越
寇
之
入

滅
呉
也
。（
必
ず
吾
が
墓
上
に
樹
う
る
に
梓
を
以
て
せ
よ
、
以
て
器
を

爲
る
べ
か
ら
し
め
ん
。
而
し
て
吾
が
眼
を
抉
り
て
呉
の
東
門
の
上
に
縣

け
よ
、
以
て
越
寇
の
入
り
て
呉
を
滅
ぼ
す
を
觀
ん
。）」
と
言
っ
て
自
害

し
た
の
に
呉
王
が
立
腹
し
て
「
乃
取
子
胥
尸
盛
以
鴟
夷
革
、
浮
之
江
中

（
乃
ち
子
胥
の
尸
を
取
り
て
盛
る
に
鴟
夷
の
革
を
以
て
し
、
之
を
江
中

に
浮
か
ぶ
）」
と
云
う
。

㊸　

原
文
「
又
怪
屈
原
文
過
相
如
、
至
不
容
、
作
離
騷
、
自
投
江
而
死
、

悲
其
文
、
讀
之
未
嘗
不
流
涕
也
。
…
…
乃
作
書
、
往
往
摭
離
騷
文
而
反

之
、
自
崏
山
投
諸
江
流
以
弔
屈
原
、
名
曰
反
離
騷
。」

㊹　

曹
操
詩
の
テ
キ
ス
ト
は
黄
節
『
魏
武
帝
詩
注
』（
中
華
書
局
『
曹
子

建
詩
注
（
外
三
種
）』
二
〇
〇
八
年
所
收
）
に
據
る
。

㊺　
『
呉
越
春
秋
』
卷
九
に
「
乃
行
第
一
術
、
立
東
郊
以
祭
陽
、
名
曰
東

皇
公
、
立
西
郊
以
祭
陰
、
名
曰
西
王
母
。（
乃
ち
第
一
の
術
を
行
い
、

東
郊
に
立
ち
て
以
っ
て
陽
を
祭
り
、
名
を
東
皇
公
と
曰
い
、
西
郊
に
立

ち
て
以
っ
て
陰
を
祭
り
、
名
を
西
王
母
と
曰
う
。）」
と
云
い
、
こ
の

「
東
皇
公
」
は
東
王
父
の
こ
と
と
み
ら
れ
、
東
方
の
神
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
海
内
十
洲
記
』
の
扶
桑
の
條
に
も
「
扶
桑
在
碧
海
之
中
、
地
方

萬
里
。
上
有
太
帝
宮
、
太
眞
東
王
父
所
治
處
。（
扶
桑
は
碧
海
の
中
に

在
り
、
地
は
方
萬
里
。
上
に
太
帝
宮
有
り
、
太
眞
東
王
父
の
治
す
る
所

の
處
な
り
。）」
と
云
い
、
扶
桑
は
東
王
父
の
治
め
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
る
。

一
方
、
後
漢
期
の
畫
像
石
や
銅
鏡
に
は
西
王
母
と
東
王
公
（
父
）
が
對

に
な
っ
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
（
小
南
一
郞
『
中
國
の
神
話
と

物
語
り
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
七
七
～
八
一
頁
）、
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
西
王
母
と
東
王
父
が
ペ
ア
で
同
じ
場
所
に
い
る
か
の
よ
う
に
誤

解
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

㊻　

な
お
魏
晉
の
詩
に
は
赤
松
子
と
王
子
喬
を
併
稱
す
る
「
松
喬
」
が
習

見
す
る
が
、
多
く
は
長
壽
の
象
徴
で
、
崑
崙
と
は
は
っ
き
り
結
び
つ
か

な
い
。

㊼　

テ
キ
ス
ト
は
黄
節
『
曹
子
建
詩
注
（
外
三
種
）』（
中
華
書
局
、
二
〇

〇
八
年
）
に
據
る
。

㊽　

本
集
は
「
首
」
に
作
る
が
、『
樂
府
詩
集
』
巻
六
十
四
に
よ
り

「
漱
」
に
改
め
る
。

㊾　

小
南
一
郞
氏
は
「
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
知
識
人
と
し
て
の
み
ず
か

ら
の
存
在
を
、
屈
原
傳
説
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
表
明
す
る
と
い
う
表

現
方
式
自
體
の
限
界
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

『
楚
辭
と
そ
の
注
釋
者
た
ち
』、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
二
九
四

頁
。

㊿　
『
神
異
經
』
は
西
荒
經
に
「
華
曰
、
陳
章
與
齊
桓
公
論
小
兒
也

（（
張
）
華
曰
く
、
陳
章
と
齊
桓
公 

小
兒
を
論
ず
る
な
り
）」
と
い
う

張
華
注
と
み
ら
れ
る
文
が
あ
り
、『
太
平
御
覽
』
卷
三
七
三
引
張
華

『
博
物
志
』
佚
文
に
も
こ
れ
に
符
合
す
る
文
が
見
ら
れ
る
こ
と 

等
か

ら
、
遲
く
と
も
西
晉
の
張
華
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
王

國
良
『
神
異
經
研
究
』
文
津
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
七
～
八
頁
參
照
。

　

『
海
内
十
洲
記
』
の
成
立
時
期
と
時
代
に
つ
い
て
は
後
漢
か
ら
六
朝
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詩
語
「
崑
崙
」
の
誕
生
（
大
野
）

期
ま
で
諸
説
あ
る
が
、
筆
者
は
主
要
な
部
分
は
後
漢
か
ら
魏
晉
ま
で
に

成
立
し
、
魏
晉
か
ら
南
北
朝
期
に
漢
武
帝
に
關
す
る
説
話
が
付
加
さ
れ

た
と
考
え
る
。
拙
稿
「『
海
内
十
洲
記
』
の
文
體
に
つ
い
て
」（『
桃
の

會
論
集
』
第
五
集
、
二
〇
一
一
年
所
收
）
參
照
。

�　
『
藝
文
類
聚
』
卷
三
十
六
・
隱
逸
上
引
袁
淑
『
眞
隱
傳
』
に
「
鬼
谷

先
生
、
不
知
何
許
人
也
。
隱
居
韜
智
、
居
鬼
谷
山
、
因
以
爲
稱
。
蘇
秦

張
儀
師
之
、
遂
立
功
名
。（
鬼
谷
先
生
は
、
何
許
の
人
か
を
知
ら
ざ
る

な
り
。
隱
居
し
て
智
を
韜つ
つ

み
、
鬼
谷
山
に
居
る
、
因
り
て
以
て
稱
と
爲

す
。
蘇
秦
・
張
儀 

之
を
師
と
し
、
遂
に
功
名
を
立
つ
。）」
と
隱
者
と

し
て
記
さ
れ
、
梁
の
道
士
陶
弘
景
が
『
鬼
谷
子
』
に
注
を
つ
け
、
唐
の

杜
光
庭
が
『
録
異
記
』『
仙
傳
拾
遺
』
等
に
そ
の
事
跡
を
記
す
に
至
っ

て
神
仙
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

�　

現
行
の
『
搜
神
記
』
は
宋
代
に
散
佚
し
た
も
の
を
明
代
に
輯
佚
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
は
『
三
國
志
』
魏
書
四
裴
注
や
『
法
苑
珠

林
』
卷
三
七
に
も
引
か
れ
て
お
り
、
干
寶
の
文
と
み
て
よ
い
。




